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今週のキーワード

ナノ技術の産業応用
半導体、医療、エネルギーでブレークスルー

24
件

記事数

8
カ国

対象国

14.7
%

CNT市場成長

4
倍

熱伝達強化

今週の全24記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
生体適合性アディポソ
ーム

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

生体適合性アディポソームが抗がん剤ドセタキセルを
標的送達し、全身毒性を低減。肺がん等で同等の抗腫
瘍効果を確認。

#02
FAP標的セラノスティ
ック

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
FAP標的薬剤FAPI-46がグリオブラストーマ末梢モデ
ルで生存期間延長。血液脳関門透過性が課題。

#03
Park
Systems計測強化

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

Park Systemsが3Dパッケージング・ロジック研究向
けナノスケール計測ポートフォリオを強化。次世代エ
レクトロニクスを推進。

#04 NEMS-FTIR商業化 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
Invisible-Light LabsがNEMS-FTIRでサブミクロン粒
子識別技術を商業化。環境・医薬品分析を革新。

#05 Cana Labs特許取得 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
Cana Laboratoriesがナノテクノロジー関連特許を取
得し、次世代ヘルスケア製品開発を加速。

#06 転移学習で物理探索 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

AI転移学習が宇宙の新物理学探索を最大10倍加速。高
価なシミュレーションを削減し材料科学に革新の可能
性。

#07
金メタマテリアル熱伝
達

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

ナノスケール金メタマテリアルが微小ギャップ間の熱
伝達を最大4倍強化。ミニチュア電子機器の熱管理を
革新。

#08 First Graphene買収 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

First GrapheneがMITO Material Solutionsを買収し
、機能性グラフェン製品と米国市場でのプレゼンスを
強化。

#09 Zentek米国特許取得 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
Zentekがグラフェン技術ZenGUARD™で米国特許を
取得。IP保護を強化し米国市場参入へ。

#10 UbiQD量子ドット窓 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

UbiQDの量子ドット太陽光集光窓が米エネルギー省評
価で性能・耐久性を確認。カドミウムフリーで商業ビ
ル向け。

#11 SON SAS週次レポート 市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
SON SASの週次レポートがナノ粒子・ナノ材料の医
療応用進展と規制懸念を報告。

#12 FDA先行知識承認 解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
FDAが遺伝子治療開発で「先行知識」利用を承認。ナ
ノ粒子DDS等で審査効率化を促進。

#13 AZoNanoグリーンエネ 市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

AZoNanoレポートがナノ材料によるグリーンエネル
ギー転換を詳述。バッテリー、太陽電池、水素技術を
革新。

#14
Prinanoナノインプリ
ント

新製品
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

中国Prinanoがナノインプリント技術でASML不要の8
インチフォトニックチップ量産に成功。コスト1/10、
10nm以下解像度。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#15 mRNA治療薬LNP製造 業界レポ
ート

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Moderna/Merckがんワクチン第3相入り。mRNA治療
薬LNP製造が17L/h超にスケーリング。

#16 in vivo CAR-T第1相 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

CartesianがWestGeneとLNPライセンス契約。重症筋
無力症向けin vivo
CAR-T療法Descartes-08の第1相試験を開始。

#17
廃水処理ナノファイバ
ー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
CSIR-IICTがMOF/グラフェン強化ナノファイバー膜
を開発。繊維廃水から99.1%の染料除去に成功。

#18 CNT市場予測2035 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Lucintel予測、世界のCNT市場は2035年までに61.97
億ドルに達し、CAGR14.7%で成長。EV・半導体等が
牽引。

#19 抗菌ナノファイバー 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

AgコートTiO2ナノ粒子強化PLAナノファイバーマット
がグラム陽性・陰性菌に抗菌活性。創傷被覆材に有望
。

#20 DDSサミット開催 イベント
告知

●○○○
○

●●●●
●

●○○○
○

●○○○
○

●●○○
○

第20回世界ドラッグデリバリーサミットがロンドンで
開催。ナノ粒子DDSの市場動向、投資機会、臨床試験
に焦点。

#21 in vivo CAR-T/M買収 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

T-CURXがPanthernaを買収しin vivo
CAR-T開発加速。United Immunityもin vivo
CAR-M療法に参入。

#22 Fe-Sc触媒CNT成長 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
鉄-スカンジウム二元触媒がCNT成長温度を大幅に向
上。高性能バッテリー・バイオセンサー応用に道。

#23
白金触媒リアルタイム
観察

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
DESYが白金触媒酸化層形成をリアルタイム観察。水
素技術の耐久性・コスト効率向上へ新知見。

#24
バッテリー計測ナノ精
度

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

周波数コムとテラヘルツ干渉法がバッテリー製造にナ
ノメートル精度をもたらし、高性能バッテリー開発を
加速。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 中国の半導体自給化は、日本の製造装置・材料メーカーの設計前提を覆すか？
中国PrinanoがASML製装置不要で10nm以下のフォトニックチップ量産に成功したと発表しました。製造コスト1/10とい
うこの技術は、米国の輸出規制を回避し、中国の半導体サプライチェーンを大きく変革する可能性があります。日本の装
置・材料メーカーは、この動向をどう評価し、戦略を再構築すべきでしょうか？

❷ 次世代バッテリーの品質管理は、ナノメートル精度計測なしに実現可能か？
バッテリー電極のナノメートル精度計測を可能にするテラヘルツ干渉法と周波数コムの組み合わせ技術が発表されました
。EVやESSの高性能化には電極の微細構造の均一性が不可欠です。日本のバッテリーメーカーや製造装置メーカーは、こ
の非破壊・高精度計測技術をいかに迅速に導入し、競争優位性を確立すべきでしょうか？

❸ 遺伝子治療の規制緩和とLNP技術の進化は、日本の製薬・バイオ産業に何を求めるか？
FDAが遺伝子治療開発における「先行知識」利用を承認し、LNP製造のスケーラビリティも大幅に向上しています。in
vivo CAR-T/M療法も臨床試験段階に入り、医療分野でのナノテクノロジー応用が加速しています。日本の製薬・バイオ
企業は、この規制緩和と技術進化を最大限に活用し、グローバル競争を勝ち抜くための体制を構築できているでしょうか
？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

FDA規制緩和

熱伝達強化

CNT/水素触媒

バッテリー計測

QD太陽光窓

CNT市場拡大

医療LNP

中国NIL

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● FDA規制緩和 機会大 遺伝子治療開発加速 —

● 熱伝達強化 機会大 電子機器熱管理革新 —

● CNT/水素触媒 機会大 バッテリー/水素材料 —

● バッテリー計測 機会大 バッテリー品質向上 —

● QD太陽光窓 機会大 グリーンビルディング —

● CNT市場拡大 機会大 CNT材料需要増 —
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● 医療LNP 注意 LNP治療薬開発 海外勢との競争激化

● 中国NIL 脅威大 — 半導体装置市場の変革



ナノテクノロジー Weekly Intelligence Report | 2026-06-13 | Page 5

深掘り ① ― 中国のNIL技術、半導体市場を揺るがす
#14 | 2026/06/08 | South China Morning Post | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

中国のスタートアップPrinanoが、独自のナノインプリントリソグラフィ（NIL）装置で8インチフォトニックチップの
量産に成功したと発表しました。この技術は、オランダASML社製の高価なDUVリソグラフィ装置を不要とし、製造コ
ストを約10分の1に削減しつつ、10nm以下の解像度を実現するとされています。これは、米国の半導体輸出規制に直
面する中国にとって、技術的自給自足に向けた極めて重要なブレークスルーです。

NILは物理的なパターン転写を基本とするため、装置構造がシンプルで、従来のフォトリソグラフィに比べて設備投資
や運用コストを大幅に抑えられます。Prinanoの真空エアクッション技術は、大口径ウェハーでの均一なパターン転写
と高い歩留まりを可能にし、データセンター、通信ネットワーク、AIアクセラレータ向けフォトニックチップの供給を
加速させる可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

Prinanoの発表は、半導体製造技術のパラダイムシフトを示唆しており、特に日本の製造装置・材料メ
ーカーにとっては大きな脅威です。10nm以下の解像度でコスト1/10という数値は、従来のフォトリソ
グラフィの経済性を根本から覆す可能性があり、楽観視はできません。ただし、NILは欠陥制御やスル
ープットの課題が指摘されてきた技術であり、8インチウェハーでの量産における具体的な歩留まりや
長期安定性、デバイス性能データが待たれます。日本企業は、この技術の動向を注視し、NIL関連技術
への投資や、既存技術のさらなる差別化戦略を早急に検討する必要があります。特に、フォトニックチ
ップ以外のロジックやメモリへの応用可能性も探るべきです。 【機会】中国市場への代替装置・材料供
給の可能性、NIL関連技術の共同開発。【脅威】日本の半導体製造装置・材料の市場シェア喪失、技術
的優位性の低下。

深掘り ② ― FDAの規制緩和が遺伝子治療開発を加速
#12 | 2026/06/10 | Hogan Lovells | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

米国FDAは、ゲノム編集製品開発における「先行知識」（Prior Knowledge）の利用を容認するガイダンスを発表しま
した。この方針は、アデノ随伴ウイルス（AAV）ベースの製品やナノ粒子送達システム（LNP）を含む遺伝子治療にも
適用され、医薬品開発および審査プロセスの効率化を大幅に促進します。

開発者は、既にFDAが評価・承認した類似製品や公開された科学的知見に依拠できるため、毎回ゼロから全てのデータ
を生成・提出する必要がなくなります。これにより、品質、安全性、製造プロセスに関する試験の負担が軽減され、開
発期間の短縮とコスト削減が期待されます。特にLNPを用いたmRNA治療薬や遺伝子編集技術の開発が加速する見込み
です。
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▶ 技術者の視点

FDAのこのガイダンスは、遺伝子治療分野、特にLNPを基盤とするmRNA治療薬や遺伝子編集技術の開
発を劇的に加速させるでしょう。先行知識の活用は、開発コストと時間を削減し、アンメットニーズの
高い疾患への治療薬提供を早めます。これは、日本の製薬・バイオ企業にとって大きな機会ですが、同
時にグローバルな開発競争が激化することも意味します。日本の規制当局も同様の柔軟なアプローチを
検討し、国内企業の競争力を高めるべきです。LNP技術は、その安全性と効率性に関する知見が蓄積さ
れており、妥当な規制緩和と言えます。ただし、先行知識の適用範囲や、新たなLNP製剤の安全性評価
基準については、引き続き詳細な議論が必要です。 【機会】開発期間・コスト削減による新薬開発加速
、国際共同開発の促進。【脅威】海外企業との開発スピード格差拡大、規制対応の遅れによる競争力低
下。
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深掘り ③ ― ナノ金メタマテリアルで熱伝達を4倍強化
#07 | 2026/06/08 | ScienceDaily | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

科学者たちは、ナノスケールの金メタマテリアルを用いることで、微小な隙間を横切る熱伝達を従来のシステムと比較
して最大4倍強化することに成功しました。この技術は、表面プラズモンポラリトン（SPP）現象を活用し、ナノスケー
ルでの熱放射を強化することで、熱流束を飛躍的に向上させます。

このブレークスルーは、数十ナノメートル以下のギャップで特に顕著な効果を発揮し、小型化が進む電子機器や高度な
エネルギー変換システムにおける熱設計の根本的な課題を解決する可能性を秘めています。高性能コンピュータの冷却
、高効率な熱電変換デバイス、エネルギーハーベスティングなどへの応用が期待されます。

▶ 技術者の視点

ナノスケール金メタマテリアルによる熱伝達4倍強化は、学術的なブレークスルーであり、その数値は
非常にインパクトが大きいです。特に、小型化・高集積化が進む電子機器の熱問題は喫緊の課題であり
、この技術が実用化されればゲームチェンジャーとなり得ます。ただし、現状は基礎研究段階であり、
金という高価な材料の使用、大規模製造のスケーラビリティ、長期安定性、そして他の材料への応用可
能性など、実用化に向けた課題は山積しています。日本の電子部品メーカーや材料メーカーは、この技
術の進展を注視し、共同研究や代替材料の開発を検討すべきです。 【機会】次世代電子機器の熱管理ソ
リューション提供、新素材開発。【脅威】海外技術に依存するリスク、既存熱伝導材料市場の陳腐化。

その他の注目記事
バッテリー製造にナノメートル精度計測（AZoNano）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

周波数コムとテラヘルツ干渉法を組み合わせたナノメートル精度計測技術がバッテリー電極の品質管理を革新。日本の
バッテリー・製造装置メーカーは早期導入を検討すべき。

鉄-スカンジウム触媒でCNT成長温度向上（Mirage News）
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○

新規Fe-Sc二元触媒がCNT成長温度を大幅に向上させ、高性能バッテリーやバイオセンサーへの応用を加速。日本の材
料メーカーは新触媒技術の動向を注視すべき。

白金触媒酸化層形成をリアルタイム観察（DESY）
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○

DESYが白金触媒の酸化層形成をリアルタイム観察し、水素技術の耐久性・コスト効率向上に貢献。日本の燃料電池・
電解槽メーカーは基礎研究成果の応用を検討すべき。

UbiQDの量子ドット太陽光集光窓、性能確認（U.S. Department of Energy）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

カドミウムフリーの量子ドット太陽光集光窓が米エネルギー省の評価で性能・耐久性を確認。商業ビル向けグリーンエ
ネルギーとして日本の建材・エネルギー企業にとって機会。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/経営企画】中国Prinanoのナノインプリント技術（#14）に関する詳細情報収集と、自社半導体製造装
置・材料事業への影響度評価を開始。特に、10nm以下の解像度とコスト1/10の主張の妥当性を検証。

• 【R&D;/半導体PKG】ナノスケール金メタマテリアルによる熱伝達強化（#07）の基礎研究動向を調査し、次世
代電子機器の熱管理技術ロードマップへの影響を評価。

• 【R&D;/EV設計】バッテリー電極のナノメートル精度計測技術（#24）に関する情報収集を開始し、次世代バ
ッテリー開発における品質管理・製造プロセスへの導入可能性を検討。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/製薬】FDAの遺伝子治療「先行知識」利用承認（#12）が日本の規制当局に与える影響を評価し、自
社の遺伝子治療・LNP開発戦略への適用可能性を検討。規制当局への働きかけも視野に入れる。

• 【調達/材料メーカー】CNT市場の成長予測（#18）に基づき、EV・半導体分野でのCNT需要拡大に対応するた
めのサプライチェーン強化策を検討。Fe-Sc触媒によるCNT成長技術（#22）の進展も考慮に入れる。

• 【R&D;/エネルギー】白金触媒酸化層形成のリアルタイム観察（#23）の成果を水素技術開発にどう活かすか
、研究パートナーシップの可能性を含め検討を開始。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/R&D;】中国の半導体自給化動向（#14）を定期的にモニタリングし、日本の半導体産業全体の競
争戦略と技術開発ロードマップへの影響を評価。NIL技術への投資戦略を策定。

• 【R&D;/製薬】LNPベースのin vivo CAR-T/M療法（#16, #21）や生体適合性アディポソーム（#01）など、
医療分野におけるナノ粒子送達システムの応用研究・開発を強化。特に、個別化医療に向けた技術ポートフォリ
オを拡充。

• 【R&D;/建材】量子ドット太陽光集光窓（#10）のようなグリーンビルディング技術の市場動向を調査し、自
社の建材・エネルギーソリューションへの統合可能性や新規事業開発を検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-13
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収録記事一覧

#01 生体適合性アディポソームが疎水性抗がん剤ドセタキセルを肺がん・多発性骨髄腫・肝細胞がん
に標的送達、全身毒性を低減し同等の抗腫瘍効果

#02 グリオブラストーマにおけるFAP標的セラノスティック薬剤「FAPI-46」、末梢モデルで生存期

間延長効果を示すも血液脳関門透過性に課題

#03 Park Systemsが3Dパッケージング・ロジック研究向けに高度ナノスケール計測ポートフォリオ
を強化投資、次世代エレクトロニクスの発展を推進

#04 オーストリアのInvisible-Light Labsがサブミクロン粒子識別技術で150万ユーロを調達、
NEMS-FTIRを商業化し環境・医薬品分析を革新

#05 Cosmos Healthの子会社Cana Laboratoriesが国際特許WO2025108566A1を取得、ナノテクノ

ロジー投資を拡大し次世代ヘルスケア製品開発を加速

#06 転移学習が宇宙の新物理学探索を最大10倍加速、高価なシミュレーションを削減し材料科学・量
子物理学研究に革新の可能性

#07 ナノスケール金メタマテリアルが微小ギャップ間の熱伝達を最大4倍強化、ミニチュア電子機器
の熱管理を革新

#08 First Grapheneが米国のMITO Material Solutionsを最大85万ドルで買収、機能性グラフェン製
品と米国市場でのプレゼンスを強化

#09 Zentekがグラフェンベース技術「ZenGUARD™」で米国特許を取得、カナダ特許を補完しIP保
護を強化、米国市場参入へ

#10 UbiQDの量子ドット太陽光集光窓、米エネルギー省の評価で性能・耐久性を確認、カドミウムフ

リーで商業ビル向けグリーンエネルギーを推進

#11 SON SASがナノ粒子・ナノ材料ニュースの週次レポートで、心血管疾患・肥満の新規治療経路と
脳腫瘍グラフェンインプラントの進展を報告

#12 FDAが遺伝子治療開発における「先行知識」利用を承認、AAV・ナノ粒子送達システム・細胞療
法で審査効率化を促進

#13 AZoNanoレポートがナノ材料によるグリーンエネルギー転換を詳述、グラフェン・CNT・量子

ドットがバッテリー・太陽電池・水素技術を革新

#14 中国Prinanoが独自のナノインプリント技術でASML製装置不要の8インチフォトニックチップ量
産に成功、コスト10分の1、10nm以下解像度で半導体輸出規制を回避

#15 ModernaとMerckのがんワクチンが第3相入り、mRNA治療薬のLNP製造は1時間あたり17リッ
トル超にスケーリング、希少代謝性疾患治療薬も承認研究に接近

#16 Cartesian TherapeuticsがWestGeneとLNPライセンス契約を締結、重症筋無力症向けin vivo
CAR-T療法Descartes-08の第1相試験を開始し製造ステップを削減



#17 CSIR-IICTが99.1%の染料除去率を達成するMOF/グラフェン強化ナノファイバー膜を開発、繊
維廃水処理でインドの「ゼロ排出」目標に貢献

#18 Lucintel予測：世界のCNT市場は2035年までに61.97億ドルに達する見込み、年平均成長率

14.7%でEV・半導体・ナノテクノロジーR&Dが牽引

#19 ACS Omega論文：AgコートTiO2ナノ粒子強化PLAナノファイバーマットがグラム陽性菌・陰性
菌に抗菌活性、創傷被覆材に新展開

#20 第20回世界ドラッグデリバリーサミットが2026年6月にロンドンで開催、ナノ粒子DDSの市場
動向・投資機会・臨床試験に焦点

#21 T-CURXがドイツPantherna Therapeuticsを買収、LNPベースのin vivo CAR-T療法開発を加速
し、United Immunityも固形腫瘍・線維症向けin vivo CAR-M療法に参入

#22 Nature Communications論文：鉄-スカンジウム二元触媒がカーボンナノチューブ成長温度を大
幅に向上、高性能バッテリー・バイオセンサー応用に道

#23 DESY研究チームが白金触媒酸化層形成をリアルタイム観察、水素技術の耐久性・コスト効率向
上へ新知見をNature Communicationsに発表

#24 Nature Communications論文：周波数コムとテラヘルツ干渉法がバッテリー製造にナノメート
ル精度をもたらし、高性能バッテリー開発を加速



生体適合性アディポソームが疎水性抗がん剤ドセタキセル
を肺がん・多発性骨髄腫・肝細胞がんに標的送達、全身毒
性を低減し同等の抗腫瘍効果

概要

本研究は、生体適合性のあるアディポソームを用いて疎水性抗がん剤ドセタキセル

（DTX）を効率的に送達する新しいナノ粒子プラットフォームを開発しました。非標
的型DTX-Adは、既存の市販製剤と比較して全身毒性を顕著に低減しつつ、同等の抗腫
瘍効果を示すことが確認されました。さらに、肺、多発性骨髄腫、肝細胞癌を標的と

する3種類のDTX-Adが開発され、それぞれの動物モデルで優れた抗腫瘍効果を発揮し
ました。このアディポソームプラットフォームは、幅広い悪性腫瘍に対する臨床応用
が期待される、有望かつ汎用性の高い薬物送達技術です。

公開日 2026年06月04日  bioRxiv  アメリカ



詳細

主要成果

研究者らは、疎水性抗がん剤であるドセタキセル（DTX）を効果的に送達するための生
体適合性アディポソームを開発し、既存の市販製剤と比較して全身毒性を大幅に低減し
ながら、同等以上の抗腫瘍効果を複数の悪性腫瘍モデルで実証しました。

技術・臨床詳細

開発されたアディポソームは、細胞膜の特性を模倣することで生体適合性を高め、体内
の標的細胞への効率的な薬物送達を可能にします。非標的型DTX-Adは、従来のドセタ
キセル製剤が抱える全身性副作用（例：骨髄抑制、神経障害）のリスクを低減しつつ、
in vivoで同等の腫瘍縮小効果を示しました。さらに、肺、多発性骨髄腫、肝細胞癌に特
異的に送達できるよう設計された標的型DTX-Adは、それぞれの疾患の動物モデルにお
いて、腫瘍の増殖抑制および生存期間の延長といった優れた抗腫瘍活性を発揮しまし
た。この標的化メカニズムは、腫瘍微小環境における特定の受容体や抗原を認識するこ
とで実現されており、薬物の腫瘍内濃度を高め、健康な組織への影響を最小限に抑えま
す。

背景・業界文脈

疎水性薬物の効果的な送達は、溶解性が低いために体内動態が不安定で、全身毒性を引
き起こしやすいという課題が長らく存在していました。既存のナノ粒子送達システムも
進化を続けていますが、アディポソームは生体由来の脂質成分を利用することで、より
高い生体適合性と安全性を実現する可能性を秘めています。特に、標的化送達機能は、
がん治療において薬剤の有効性を最大化し、副作用を最小化する上で極めて重要です。

今後の展望

本研究のアディポソームプラットフォームは、多様な悪性腫瘍に対する個別化医療の実
現に向けた大きな一歩となります。今後は、さらなる前臨床試験および臨床試験を通じ
て、その安全性と有効性が検証されることが期待されます。この技術が臨床応用されれ
ば、難治性がん患者に対して、より効果的で副作用の少ない新たな治療選択肢を提供で
きる可能性があります。また、ドセタキセル以外の疎水性薬物への応用も検討されてお
り、ナノ薬物送達分野における広範なブレークスルーが期待されます。



元記事: https://www.biorxiv.org/content/10.64898/2026.06.01.729180v1.full-text

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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グリオブラストーマにおけるFAP標的セラノスティック薬
剤「FAPI-46」、末梢モデルで生存期間延長効果を示すも
血液脳関門透過性に課題

概要

グリオブラストーマを対象とした研究で、線維芽細胞活性化タンパク質（FAP）を標的

とするセラノスティック薬剤FAP阻害剤（FAPI）-46の可能性が評価されました。in

vivo試験では、診断用の[68Ga]Ga-FAPI-46が高い腫瘍取り込みを示し、治療用の
[225Ac]Ac-FAPI-46が単独またはテモゾロミドとの併用で生存期間を延長する治療効果

を発揮しました。しかし、[68Ga]Ga-FAPI-46の脳腫瘍への取り込みは限定的であり、
血液脳関門の透過性が依然として課題です。この結果は、FAPI-46が末梢モデルのグリ
オブラストーマに対する有望なセラノスティック剤であることを示唆しています。

公開日 2026年06月04日  Journal of Nuclear Medicine  アメリカ



詳細

主要成果

グリオブラストーマを対象としたFAP標的セラノスティック薬剤FAPI-46のin vivo試験に
おいて、診断用の[68Ga]Ga-FAPI-46が高い腫瘍取り込みを示し、治療用の[225Ac]Ac-
FAPI-46が単独またはテモゾロミドとの併用で生存期間を延長する治療効果を実証しま
した。ただし、血液脳関門の透過性には課題が残ります。

技術・臨床詳細

本研究では、FAP（線維芽細胞活性化タンパク質）を標的とした阻害剤であるFAPI-46

が、グリオブラストーマにおけるセラノスティック（診断と治療を一体化した）アプロ
ーチとして評価されました。診断イメージングでは、ガリウム -68標識化合物
（[68Ga]Ga-FAPI-46）が、末梢に存在するグリオブラストーマ細胞株を用いたin vivoモ
デルにおいて高い腫瘍取り込みを示すことが確認されました。この高い取り込みは、
FAPの発現が高い腫瘍組織への特異的な結合を示唆しています。治療介入として、アク
チニウム-225標識化合物（[225Ac]Ac-FAPI-46）が使用され、単独療法または標準治療薬
であるテモゾロミドとの併用療法において、腫瘍を有するモデル動物の生存期間を延長
する有意な治療効果を示しました。これは、[225Ac]Ac-FAPI-46がアルファ線放出核種と
して、FAP陽性腫瘍細胞に対して強力な細胞傷害活性を発揮することを示唆していま
す。しかしながら、[68Ga]Ga-FAPI-46の脳腫瘍自体への取り込みは低い傾向にあり、中
枢神経系における血液脳関門（BBB）の存在が、薬剤の脳内移行を制限する主要な要因
であることが示唆されました。

背景・業界文脈

グリオブラストーマは、治療が極めて困難な悪性脳腫瘍であり、予後不良で新しい治療
法の開発が強く求められています。FAPは、多くのがんにおいて線維芽細胞によって過
剰発現されることが知られており、腫瘍微小環境の重要な要素とされています。FAPIを
用いたセラノスティックアプローチは、FAP陽性腫瘍の診断と治療を同時に行うことが
できるため、精密医療の有望なツールとして注目されています。しかし、脳腫瘍治療に
おいては、薬剤が血液脳関門を通過し、腫瘍組織に到達できるかどうかが決定的な課題
となります。



今後の展望

FAPI-46は、末梢モデルのグリオブラストーマに対するセラノスティック剤として有望
な可能性を示したものの、中枢神経系グリオブラストーマへの適用には血液脳関門を克
服するための新たな送達戦略や薬剤改変が必要です。今後、血液脳関門透過性を向上さ
せるためのナノ粒子技術や、修飾リガンドの開発などが検討されるでしょう。この研究
は、難治性脳腫瘍に対する放射性薬剤を用いた標的治療の開発に向けた重要な基礎を提
供します。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQE5PMxZ1z_M0s1GneM1IVy_X-F-jmUfZSmjs3lMMWiGG0OKkSsWP-
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収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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Park Systemsが3Dパッケージング・ロジック研究向けに
高度ナノスケール計測ポートフォリオを強化投資、次世代
エレクトロニクスの発展を推進

概要

原子間力顕微鏡（AFM）とナノスケール計測ソリューションのグローバルリーダーで

あるPark Systemsは、3Dパッケージングおよびロジック研究向けの高度な計測ポート
フォリオへの戦略的投資を発表しました。この投資は、次世代エレクトロニクス分野
における微細化と高性能化を支える計測技術の進化を加速することを目的としていま

す。高精度な3D構造評価と欠陥解析能力の向上により、半導体産業の革新に貢献しま
す。今回の取り組みは、同社がナノ計測分野におけるリーダーシップをさらに強化す
るものです。

公開日 2026年06月10日  PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

Park Systemsは、次世代エレクトロニクスの中心となる3Dパッケージングおよびロジッ
ク研究に対応するため、高度なナノスケール計測ポートフォリオへの多額の投資を実施
することを決定しました。これにより、同社は微細化が進む半導体製造プロセスの課題
解決に貢献し、業界全体の技術革新を強力に推進します。

技術・臨床詳細

この投資の中心となるのは、原子間力顕微鏡（AFM）技術のさらなる強化と、これらを
統合したナノスケール計測ソリューションの開発です。Park SystemsのAFMは、サブナ
ノメートルレベルでの表面形状、粗さ、材料特性を非破壊で評価できる能力を持ち、特
に3D積層構造やゲートオールアラウンド（GAA）トランジスタなどの複雑な3Dロジッ
クデバイスにおいて、その性能が不可欠です。今回の強化されたポートフォリオは、こ
れらの先進的な構造における物理的な欠陥、材料の不均一性、層間の整合性などを高精
度で検出し、解析することを可能にします。これにより、研究開発段階での問題特定を
加速し、製造プロセスの最適化を支援し、最終製品の信頼性と性能を向上させます。

背景・業界文脈

3Dパッケージングは、ムーアの法則の限界に直面する半導体業界において、性能向上と
小型化を実現する重要な技術です。ロジックデバイスの微細化は、もはや平面的なアプ
ローチだけでは十分ではなく、垂直方向への積層や革新的なトランジスタ構造が求めら
れています。これらの技術は、従来の計測手法では困難な複雑な構造を持つため、ナノ
スケールでの高精度な3D計測が不可欠です。Park Systemsは、長年にわたりAFM技術の
パイオニアとして、半導体、材料科学、生物学など幅広い分野にソリューションを提供
してきました。



今後の展望

Park Systemsのこの戦略的投資は、次世代半導体デバイスの開発速度を加速させ、量産
化への道を切り開く上で極めて重要な役割を果たすでしょう。高精度な計測能力は、製
品の信頼性向上と開発コスト削減に直結し、AI、IoT、高性能コンピューティングとい
った最先端分野での技術革新を強力にサポートします。同社は、継続的なR&D投資を通
じて、ナノ計測技術のフロンティアを拡大し、グローバルなエレクトロニクス産業の発
展に貢献していく方針です。

元記事: #

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



オーストリアのInvisible-Light Labsがサブミクロン粒子識
別技術で150万ユーロを調達、NEMS-FTIRを商業化し環
境・医薬品分析を革新

概要

オーストリアのDeepTechスタートアップ、Invisible-Light Labsは、サブミクロン粒子

の識別技術の国際商業化を加速するため、プレシードラウンドで150万ユーロの資金調
達を完了しました。同社は、ナノ電気機械式フーリエ変換赤外分光法（NEMS-FTIR）
を商業化し、ピコグラムレベルでの化学分析を可能にすることで、環境モニタリン

グ、医薬品分析、ナノテクノロジー応用分野で新製品開発を支援します。この画期的
な技術は、特にエアロゾル、ナノプラスチック、ナノ医薬品の分析において重要なブ
レークスルーをもたらすと期待されています。

公開日 2026年06月09日  BeBeez International  オーストリア



詳細

主要成果

オーストリアのDeepTechスタートアップであるInvisible-Light Labsは、サブミクロン粒
子の識別技術の国際商業化に向け、プレシードラウンドで150万ユーロの資金を調達し
ました。同社が商業化するナノ電気機械式フーリエ変換赤外分光法（NEMS-FTIR）は、
ピコグラムレベルという極めて微量な化学物質の分析を可能にし、環境、医薬品、ナノ
テクノロジー分野に新たな標準を確立します。

技術・臨床詳細

Invisible-Light Labsが開発したNEMS-FTIR技術は、従来のFTIR分光法をナノスケールに
拡張したものです。この技術は、ナノ電気機械システム（NEMS）をセンシングプラッ
トフォームとして利用し、非常に小さなサンプル体積からでも高感度かつ高解像度で赤
外吸収スペクトルを取得できます。これにより、個々のサブミクロン粒子や表面上の極
薄層など、肉眼では見えない微細な構造や物質の化学組成を特定することが可能となり
ます。特に、エアロゾル中の微小粒子、環境中のナノプラスチック、製剤中のナノ医薬
品といった、従来の分析手法では検出が困難だった対象物に対して、迅速かつ正確な化
学的フィンガープリンティングを提供します。ピコグラムレベルでの分析能力は、研究
開発だけでなく、品質管理や環境規制遵守においても大きなアドバンテージとなりま
す。

背景・業界文脈

サブミクロン粒子の分析は、環境汚染物質の検出、新薬開発における微量不純物の特
定、高度なナノ材料の品質管理など、多岐にわたる分野で需要が高まっています。しか
し、その微細さゆえに、高感度かつ非破壊的な分析は技術的に大きな課題でした。現在
の市場では、電子顕微鏡や従来の分光法が用いられていますが、NEMS-FTIRはこれらの
限界を克服し、より詳細な化学情報を提供する画期的なアプローチとして位置づけられ
ます。



今後の展望

今回調達された150万ユーロは、Invisible-Light LabsがNEMS-FTIR技術の国際商業化を加
速し、製造能力を拡張するために活用されます。これにより、環境モニタリングにおけ
るリアルタイム分析、製薬業界における製品の純度保証、ナノ材料研究における精密な
特性評価など、幅広い産業分野での応用が期待されます。同社の技術は、次世代の分析
ソリューションとして、様々な分野における課題解決と技術革新に貢献する可能性を秘
めています。

元記事: https://bebeez.eu/2026/06/09/austrian-deeptech-startup-invisible-light-labs-raises-e1-5-

million-to-identify-sub-micron-particles/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bebeez.eu/2026/06/09/austrian-deeptech-startup-invisible-light-labs-raises-e1-5-million-to-identify-sub-micron-particles/
https://bebeez.eu/2026/06/09/austrian-deeptech-startup-invisible-light-labs-raises-e1-5-million-to-identify-sub-micron-particles/


Cosmos Healthの子会社Cana Laboratoriesが国際特許
WO2025108566A1を取得、ナノテクノロジー投資を拡大
し次世代ヘルスケア製品開発を加速

概要

Cosmos Healthは、完全子会社であるCana Laboratories S.A.がCloudpharm P.C.から国

際特許出願WO2025108566A1を取得し、ナノテクノロジーへの投資イニシアチブを拡
大したと発表しました。この戦略的な動きにより、Cana Laboratoriesは取得した特許
技術と追加のナノテクノロジー応用を活用し、次世代の医薬品、栄養補助食品、OTC

製品、および特殊ヘルスケア製品の開発を加速する計画です。今回の知的財産の獲得
は、Cosmos Healthの知的財産ポートフォリオの拡大と垂直統合の強化という企業戦略
に合致しており、将来の成長基盤を強固にするものです。

公開日 2026年06月08日  Stock Titan  アメリカ



詳細

主要成果

Cosmos Healthの完全子会社であるCana Laboratories S.A.は、Cloudpharm P.C.から国際
特許出願WO2025108566A1を取得し、ナノテクノロジー投資イニシアチブを大幅に拡
大しました。この戦略的買収により、同社は次世代の医薬品やヘルスケア製品開発を加
速するための強固な知的財産基盤を確立します。

技術・臨床詳細

取得された国際特許WO2025108566A1は、詳細な技術内容は公開されていないもの
の、ナノテクノロジー応用に関連する革新的な領域をカバーしていると見られます。
Cana Laboratoriesは、この特許技術に加え、独自のナノテクノロジー応用研究を組み合
わせることで、新世代の医薬品、高機能栄養補助食品、効果的なOTC（一般用医薬品）
製品、および特殊ヘルスケア製品の開発を進める方針です。ナノテクノロジーは、薬物
の溶解性向上、生体利用効率の改善、標的送達の最適化、副作用の軽減など、様々な面
で製品性能を飛躍的に向上させる可能性を秘めています。この特許取得は、同社が特定
のナノ製剤技術や送達システムにおいて独自の優位性を確立することを目指しているこ
とを示唆しています。

背景・業界文脈

ヘルスケア業界では、製品の有効性と安全性を高めるために、ナノテクノロジーの活用
が急速に進んでいます。特に、薬物送達システム（DDS）や機能性材料の分野では、ナ
ノスケールでの精密な制御が新たな治療法や予防法の開発を可能にしています。今回の
Cosmos Healthの買収は、このような技術トレンドを捉え、自社の研究開発パイプライ
ンを強化し、市場における競争力を高めるための戦略的な動きです。知的財産の確保
は、特に革新的な技術分野において、長期的な成長と市場独占を可能にする上で不可欠
です。



今後の展望

この特許取得とナノテクノロジー投資の拡大は、Cosmos Healthが製品ポートフォリオ
の差別化を図り、より付加価値の高いヘルスケアソリューションを提供するための基盤
を築くものです。今後、Cana Laboratoriesは、この新しい知的財産を既存の研究開発プ
ログラムに統合し、革新的な製品の臨床開発および商業化を加速させるでしょう。これ
により、Cosmos Healthは、医薬品、栄養補助食品、OTC市場において、ナノテクノロ
ジーを駆使した先駆的な製品を投入し、患者および消費者の健康増進に貢献していくこ
とが期待されます。知的財産ポートフォリオの強化は、長期的な収益源の確保と企業価
値向上に直結します。

元記事: https://www.stocktitan.net/news/COSM/cosmos-health-completes-acquisition-of-strategic-

intellectual-o6l3hfuhlb49.html

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stocktitan.net/news/COSM/cosmos-health-completes-acquisition-of-strategic-intellectual-o6l3hfuhlb49.html
https://www.stocktitan.net/news/COSM/cosmos-health-completes-acquisition-of-strategic-intellectual-o6l3hfuhlb49.html


転移学習が宇宙の新物理学探索を最大10倍加速、高価なシ
ミュレーションを削減し材料科学・量子物理学研究に革新
の可能性

概要

科学者たちは、人工知能（AI）の転移学習アプローチが、宇宙における新しい物理学

の探索を大幅に加速できることを発見しました。この手法は、高価で時間のかかるシ
ミュレーションの必要性を最大10分の1に削減する可能性を秘めています。ただし、AI

が既存のパターンに過度に依存すると、予期せぬ結果や誤った結論につながるリスク

も指摘されています。このブレークスルーは、将来の材料科学や量子物理学研究の進
め方に大きな影響を与える画期的なものとして期待されています。

公開日 2026年06月11日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

科学者たちは、転移学習と呼ばれる人工知能（AI）の手法を活用することで、宇宙にお
ける新しい物理学の探索を大幅に加速できることを明らかにしました。この技術は、従
来の高価で時間のかかるシミュレーションの必要性を最大10倍削減する可能性を秘めて
います。

技術・臨床詳細

転移学習は、あるタスクで学習したモデルを別の関連タスクに適用するAIのアプローチ
です。この研究では、大規模な既存の物理シミュレーションデータセットから学習した
AIモデルが、新しい物理現象のシミュレーションにおいて、ゼロから学習するよりもは
るかに少ないデータで、かつ高速に高精度な予測を行うことが示されました。具体的に
は、従来の物理シミュレーションでは数週間から数ヶ月を要する複雑な計算を、転移学
習モデルは数時間から数日で完了させることが可能になり、計算リソースの大幅な節約
に貢献します。ただし、研究チームは、AIが既知のパターンに過度に固執し、真に新し
い物理学的な発見を見逃したり、誤った結論を導き出したりする可能性についても警鐘
を鳴らしています。そのため、モデルの透明性と解釈可能性を確保しつつ、人間の専門
知識と組み合わせることが重要です。

背景・業界文脈

素粒子物理学や宇宙論といった分野では、新たな物理法則や未知の粒子を探索するため
に、莫大な計算資源を必要とするシミュレーションが不可欠です。しかし、これらのシ
ミュレーションは非常に高価であり、研究のボトルネックとなっていました。AI、特に
機械学習の進歩は、この課題を解決するための有望な手段として注目されており、デー
タ駆動型のアプローチがシミュレーション科学に革新をもたらしつつあります。



今後の展望

この転移学習の発見は、素粒子加速器実験のデータ解析、暗黒物質や暗黒エネルギーの
探索、さらには宇宙の初期状態の理解など、幅広い分野での研究を加速させる可能性を
秘めています。また、その応用は宇宙物理学にとどまらず、材料科学における新素材の
設計、量子物理学における複雑な多体問題の解決など、様々な科学技術分野に応用され
ることが期待されます。計算コストを劇的に削減することで、これまで費用対効果の観
点から実施が困難だった多くの研究プロジェクトが実現可能になり、科学的発見のペー
スを劇的に向上させるでしょう。

元記事: https://www.sciencedaily.com/news/matter_energy/nanotechnology/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/news/matter_energy/nanotechnology/


ナノスケール金メタマテリアルが微小ギャップ間の熱伝達
を最大4倍強化、ミニチュア電子機器の熱管理を革新

概要

科学者たちは、ナノスケールの金メタマテリアルを用いることで、微小な隙間を横切
る熱伝達を画期的に強化することに成功しました。この新技術は、従来の同等システ
ムと比較して最大4倍のエネルギー流を達成し、熱管理の効率を飛躍的に向上させま

す。このブレークスルーは、小型化が進む電子機器や高度なエネルギー変換システム
において、熱設計の根本的な課題を解決し、性能と信頼性を大幅に向上させる可能性
を秘めています。

公開日 2026年06月08日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

主要成果

科学者たちは、ナノスケールの金メタマテリアルを利用することで、微小なギャップを
介した熱伝達を画期的に強化することに成功しました。この革新的なアプローチによ
り、従来の同等システムと比較して最大4倍のエネルギー流が実現され、ミニチュア電
子機器やエネルギー変換システムの熱管理に大きな進歩をもたらします。

技術・臨床詳細

本研究では、金のナノ構造が規則的に配置されたメタマテリアルが作製され、その独特
な電磁気的特性が熱輸送に利用されました。具体的には、表面プラズモンポラリトン
（SPP）と呼ばれる現象を活用し、ナノスケールでの熱放射を強化することで、ごく僅
かな空間を越えて熱が効率的に伝達されるメカニズムを構築しました。このメタマテリ
アルは、熱を運ぶ電磁波を特定の波長域で強く共鳴・集中させることで、従来の伝導、
対流、放射といったメカニズムでは達成困難なレベルでの熱流束を実現しました。実験
では、この金メタマテリアルが、同等の非構造化材料と比較して、微小ギャップ間での
熱伝達効率を最大400%向上させることが示されました。この増強は、特に近接場効果
が支配的となる数十ナノメートル以下のギャップにおいて顕著です。

背景・業界文脈

現代の電子機器は、小型化と高性能化が急速に進む一方で、それに伴う発熱量の増加が
大きな課題となっています。特に、マイクロプロセッサ、メモリーチップ、LEDなどの
高密度集積デバイスでは、効果的な熱管理がデバイスの寿命と性能を決定づけます。従
来の熱伝達技術では、微小な空間での熱の移動には限界があり、これがデバイスの設計
と動作の制約となっていました。ナノ材料、特にメタマテリアルは、その特異な物理的
特性により、この熱管理の課題を克服する新たな道を開くものとして期待されていま
す。



今後の展望

このナノスケール金メタマテリアルによる熱伝達の強化は、次世代のミニチュア電子機
器の設計に革命をもたらす可能性があります。これにより、より小型で、より高速、そ
してより信頼性の高いデバイスの開発が可能になります。具体的には、高性能コンピュ
ータの冷却システム、高効率な熱電変換デバイス、さらにはエネルギーハーベスティン
グ技術への応用が期待されます。また、この原理を他の材料や波長域に拡張すること
で、様々な産業分野での熱管理ソリューションのブレークスルーが期待されます。

元記事: https://www.sciencedaily.com/news/matter_energy/nanotechnology/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/news/matter_energy/nanotechnology/


First Grapheneが米国のMITO Material Solutionsを最大
85万ドルで買収、機能性グラフェン製品と米国市場でのプ
レゼンスを強化

概要

オーストラリアのFirst Grapheneは、米国を拠点とするMITO Material Solutionsの資

産、知的財産、製品ライン、製造能力を最大85万ドルで買収する契約を締結しまし
た。この買収は、First Grapheneの北米市場でのプレゼンスを大幅に強化し、機能性グ
ラフェンおよびグラフェン酸化物製品を含むグラフェンの提供範囲を拡大することを

目的としています。MITOの製品は、特に熱硬化性樹脂、熱可塑性樹脂、複合材料、コ
ーティング、樹脂、液体システムでの利用が注目されており、これによりFirst

Grapheneは年間最大100トンの商業用グラフェン生産能力を持つグローバルリーダー

としての地位をさらに盤石にします。

公開日 2026年06月04日  Proactive Investors  オーストラリア



詳細

主要成果

First Grapheneは、米国に拠点を置くMITO Material Solutionsの資産、知的財産、製品ラ
イン、および製造能力を最大85万ドルで買収することで合意しました。この戦略的買収
は、First Grapheneの北米市場におけるプレゼンスを飛躍的に高めるとともに、機能性
グラフェンおよびグラフェン酸化物製品を含む同社のグラフェン提供ポートフォリオを
大幅に拡大します。

技術・臨床詳細

MITO Material Solutionsは、特に熱硬化性樹脂、熱可塑性樹脂、複合材料、コーティン
グ、樹脂、液体システムといった幅広いアプリケーション分野で利用される機能性グラ
フェン製品の開発と製造において専門知識を持っています。これらの製品は、材料の機
械的強度、熱伝導性、電気伝導性などの特性を向上させることを目的としており、航空
宇宙、自動車、スポーツ用品など、高性能材料が求められる産業で高い需要がありま
す。First Grapheneは、MITOのこれらの技術と製造能力を自社の年間最大100トンの商
業用グラフェン生産ラインに統合することで、顧客ベースを拡大し、既存の35のアプリ
ケーションを持つ約35社の顧客に加え、さらに多くの産業に対応できるようになりま
す。

背景・業界文脈

グラフェン市場は、その優れた電気的、機械的、熱的特性により、様々な産業分野での
応用が期待され、急速に成長しています。特に、機能性グラフェン製品は、特定の最終
製品の要件に合わせてカスタマイズされ、従来の材料では達成できない性能向上をもた
らします。米国市場は、先進材料に対する需要が特に高く、この地域での事業拡大は、
グラフェンメーカーにとって極めて重要です。この買収は、First Grapheneがグローバ
ルな競争力を強化し、サプライチェーンの多様化を図るための戦略的な一歩と言えま
す。



今後の展望

First Grapheneのマネージングディレクター兼CEOであるMichael Bell氏は、今回のMITO

買収が同社の商業機会を大幅に拡大し、収益源を多様化すると強調しています。機能性
グラフェン技術がポートフォリオに加わることで、First Grapheneはより幅広い産業ア
プリケーションに対応できるようになり、市場シェアを拡大する見込みです。この買収
は、同社が世界のグラフェン市場におけるリーダーシップをさらに強化し、高成長産業
におけるグラフェンベースのソリューションへの需要に応えるための重要なマイルスト
ーンとなるでしょう。長期的に、これにより同社の収益成長と株主価値の向上に貢献す
ると期待されます。

元記事: https://www.proactiveinvestors.com/companies/news/1093618/first-graphene-adds-new-

revenue-streams-through-mito-deal-icymi-1093618.html

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.proactiveinvestors.com/companies/news/1093618/first-graphene-adds-new-revenue-streams-through-mito-deal-icymi-1093618.html
https://www.proactiveinvestors.com/companies/news/1093618/first-graphene-adds-new-revenue-streams-through-mito-deal-icymi-1093618.html


Zentekがグラフェンベース技術「ZenGUARD™」で米国
特許を取得、カナダ特許を補完しIP保護を強化、米国市場
参入へ

概要

Zentek Ltd.は、同社の革新的なZenGUARD™プラットフォームを支えるグラフェンベー

ス技術に関して、米国特許第12,616,206号が発行されたことを発表しました。この新
しい米国特許は、カナダで既に取得されている個人用保護具およびHVAC（冷暖房空
調）アプリケーションに関する同社の特許を補完し、ZenGUARD™の知的財産（IP）保

護をさらに強化します。Zentekは、このIP基盤を元に、米国市場への本格的な参入に
向けて規制要件の評価を継続し、製品の展開を図る予定です。

公開日 2026年06月09日  Newsfile Corp.  カナダ



詳細

主要成果

Zentek Ltd.は、同社の主力技術であるZenGUARD™プラットフォームの根幹をなすグラ
フェンベース技術に関する米国特許第12,616,206号の付与を発表しました。この新たな
特許取得は、カナダで既に確立されている特許ポートフォリオを補完し、ZenGUARD™

の知的財産保護を北米市場全体で大幅に強化します。

技術・臨床詳細

ZenGUARD™技術は、グラフェンの優れた抗菌・抗ウイルス特性を活用し、個人用保護
具（例：マスク）やHVAC（冷暖房空調）システムにおける空気ろ過など、多様な用途
に適用される革新的な材料ソリューションです。今回の米国特許は、このグラフェンベ
ース材料の製造プロセス、組成、および特定の用途における性能向上に関する独自の技
術的側面を保護するものと見られます。これにより、ZenGUARD™が提供する高効率な
ろ過性能と微生物不活化能力が、知的財産として厳重に守られることになります。特許
取得は、同社の研究開発における優位性と、この技術が持つ市場における差別化要因を
明確に示しています。

背景・業界文脈

COVID-19パンデミック以降、空気中の微生物や汚染物質に対する保護の重要性が世界
的に高まり、個人用保護具や空気ろ過システムの需要が飛躍的に増加しました。グラフ
ェンなどの先進ナノ材料は、従来のろ過媒体と比較して、より高い効率と持続可能な性
能を提供できる可能性から、大きな注目を集めています。Zentekは、この市場ニーズに
応えるため、グラフェン技術を基盤としたソリューションの開発に注力しており、特に
米国市場は、その規模と規制の厳しさから、知的財産保護が商業的成功の鍵となりま
す。



今後の展望

米国特許の取得は、ZentekにとってZenGUARD™技術を米国市場に展開するための重要
なマイルストーンです。同社は今後、この強固な知的財産基盤を背景に、米国市場への
参入に向けた規制要件の評価と製品承認プロセスを加速させるでしょう。これにより、
個人用保護具やHVACフィルター市場において、ZenGUARD™が革新的なソリューション
として広く採用される可能性が開かれます。さらに、この特許は、将来的なライセンス
契約や提携交渉においてもZentekの交渉力を強化し、企業の長期的な成長と収益性向上
に貢献すると期待されます。

元記事: https://www.newsfilecorp.com/release/300744/Zentek-Granted-U.S.-Patent-for-ZenGUARDTM-

GrapheneBased-Technology

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.newsfilecorp.com/release/300744/Zentek-Granted-U.S.-Patent-for-ZenGUARDTM-GrapheneBased-Technology
https://www.newsfilecorp.com/release/300744/Zentek-Granted-U.S.-Patent-for-ZenGUARDTM-GrapheneBased-Technology


UbiQDの量子ドット太陽光集光窓、米エネルギー省の評価
で性能・耐久性を確認、カドミウムフリーで商業ビル向け
グリーンエネルギーを推進

概要

UbiQD, LLCが商業ビル向けに開発した量子ドット（QD）コーティング半透明太陽光集

光窓が、米エネルギー省国立研究所（NLR）の評価で性能、耐久性、安定性が確認さ
れました。この窓は、入射する太陽光の一部を電気に変換しつつ、窓としての機能を
維持します。特筆すべきは、UbiQDのナノ結晶がカドミウムなどの有毒な重金属を含

まないため、環境に優しいソリューションであることです。この技術は、建築物のエ
ネルギー効率を大幅に向上させる可能性を秘めています。

公開日 2026年06月04日  U.S. Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

UbiQD, LLCが開発した量子ドット（QD）コーティングを施した商業ビル向け半透明太
陽光集光窓が、米エネルギー省国立研究所（NLR）による独立評価において、優れた性
能、耐久性、安定性を示すことが確認されました。この革新的な窓は、カドミウムフリ
ーの環境配慮型ナノ結晶を使用し、太陽光の一部を電気に変換しながら窓としての透過
性を維持します。

技術・臨床詳細

UbiQDのルミネッセント太陽光集光（LSC）窓は、窓ガラスに塗布された量子ドットコ
ーティングを利用して、太陽光スペクトルの一部、特に紫外光や短波長可視光を吸収し
ます。吸収された光は、QD内部で長波長光に変換され、窓ガラスの端部に導光されま
す。この端部には太陽電池が組み込まれており、集光された光を効率的に電気エネルギ
ーに変換します。このプロセスにより、窓は自然光を取り入れながら発電機能を果た
し、建物のエネルギー消費を削減します。NLRによるプロトタイプのテストでは、様々
な条件下での発電効率、長期的な材料劣化への耐性、および環境ストレスに対する安定
性が厳密に評価されました。結果として、このシステムが設計通りの性能を発揮し、商
用利用に耐えうる耐久性を持つことが実証されました。さらに、UbiQDのQDは、従来
のQD材料で一般的に使用される有毒なカドミウムを含まないため、環境安全性と持続
可能性において大きな優位性を持っています。

背景・業界文脈

建築物のエネルギー消費は、世界のエネルギー総消費量の大きな割合を占めており、特
に商業ビルにおけるエネルギー効率の向上は、持続可能な社会を実現するための重要な
課題です。太陽光発電技術は進化を続けていますが、建物のファサードへの統合は、美
観や機能性の問題から制約がありました。LSC窓は、この課題に対する有望なソリュー
ションであり、窓の機能を損なうことなく、建築物に発電能力を付加できる点で注目さ
れています。カドミウムフリー技術は、環境規制が厳しくなる中で、市場での採用を加
速させる重要な要素となります。



今後の展望

UbiQDの量子ドット太陽光集光窓は、商業ビル市場におけるグリーンエネルギーソリュ
ーションとして、大きな可能性を秘めています。発電する窓の普及は、建築物のカーボ
ンフットプリントを削減し、エネルギー自給率を高めることに貢献するでしょう。NLR

による検証は、技術の信頼性を高め、商業化への道を大きく開くものです。今後、大規
模な導入や、他のスマートビルディング技術との統合を通じて、建築業界のエネルギー
変革を加速させることが期待されます。この技術は、持続可能な未来都市の実現に向け
た重要な一歩となります。

元記事: https://www.energy.gov/cmei/buildings/articles/luminescent-solar-concentrating-windows-

quantum-dot-coatings-commercial

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/cmei/buildings/articles/luminescent-solar-concentrating-windows-quantum-dot-coatings-commercial
https://www.energy.gov/cmei/buildings/articles/luminescent-solar-concentrating-windows-quantum-dot-coatings-commercial


SON SASがナノ粒子・ナノ材料ニュースの週次レポート
で、心血管疾患・肥満の新規治療経路と脳腫瘍グラフェン
インプラントの進展を報告

概要

SON SASが発行したナノ粒子およびナノ材料に関する週次ニュースレポートは、心血

管疾患や肥満の治療における新しい治療経路を開拓するナノ材料の注目すべき進展を
強調しました。また、脳腫瘍向けの画期的なグラフェンインプラントの開発も報告さ
れています。レポートでは、ヨーロッパにおける禁止製品の違法輸入に関する規制上

の懸念も提起されており、ナノ材料が医療、エネルギー、エレクトロニクス、環境な
ど多岐にわたる分野で不可欠な技術基盤として急速に台頭している現状を浮き彫りに
しています。

公開日 2026年06月09日  SON SAS  フランス



詳細

主要成果

SON SASのナノ粒子およびナノ材料に関する最新の週次ニュースレポートは、心血管疾
患や肥満に対する新たな治療法を開拓するナノ材料の進展と、脳腫瘍向けの革新的なグ
ラフェンインプラントの開発を主要なハイライトとして報じました。同時に、欧州にお
ける禁止製品の違法輸入に関連する規制上の懸念も提起されています。

技術・臨床詳細

レポートでは、心血管疾患および肥満の治療においてナノ材料が果たす役割に焦点を当
てています。これには、薬物送達システムの効率向上、生体適合性の高い診断ツールの
開発、および特定の疾患経路を標的とするナノ粒子の応用が含まれます。例えば、特定
のリポタンパク質や脂肪酸受容体を標的とするナノ粒子が、肥満関連疾患における代謝
改善や炎症抑制に寄与する可能性が示唆されています。また、脳腫瘍治療の分野では、
新たなグラフェンベースのインプラントが注目されています。これらのインプラント
は、電気的特性や生体適合性を活かし、腫瘍の成長を抑制したり、薬剤を局所的に送達
したりする機能を持つとされています。一方、欧州で禁止されている特定のナノ材料が
違法に輸入されているという報告は、ナノ材料の商業化と使用における厳格な監視と規
制の必要性を示唆しています。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、そのユニークな物理的・化学的特性により、医療、エネルギー、
エレクトロニクス、環境保護など、多くの産業分野で革新を牽引しています。特に医療
分野では、難病治療のブレークスルーが期待されています。しかし、ナノ材料の急速な
発展は、安全性評価や規制枠組みの整備といった課題も伴います。違法輸入の問題は、
国際的なサプライチェーンにおける透明性の欠如と、各国間での規制基準の不一致を示
しており、グローバルな協力体制の必要性を浮き彫りにしています。



今後の展望

ナノ材料の進展は、難治性疾患の治療法を根本的に変え、より持続可能なエネルギーシ
ステムや高度な電子機器の開発を可能にするでしょう。特に、心血管疾患や肥満のよう
な主要な健康問題に対するナノベースのソリューションは、患者のQOLを大幅に改善す
る可能性を秘めています。しかし、これらの技術の恩恵を最大限に引き出すためには、
研究開発と並行して、厳格な安全性評価、倫理的ガイドラインの策定、および国際的な
規制協力が不可欠です。透明性と責任あるイノベーションが、ナノテクノロジーの持続
的な成長の鍵となります。

元記事: https://sonsas.com/en/news-nanomaterials/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://sonsas.com/en/news-nanomaterials/


FDAが遺伝子治療開発における「先行知識」利用を承認、
AAV・ナノ粒子送達システム・細胞療法で審査効率化を促
進

概要

米国食品医薬品局（FDA）は、ゲノム編集製品の開発において「先行知識」（Prior

Knowledge）の利用を容認するガイダンスを発表しました。このガイダンスは、アデ
ノ随伴ウイルス（AAV）ベースの製品、ナノ粒子送達システム、および特定の細胞療
法を含む他の遺伝子治療にも適用される可能性があり、医薬品開発および審査プロセ

スの効率化を支援します。FDAは、正式な「プラットフォーム技術」指定がなくて
も、スポンサーが既存の科学的知見や経験に依拠できることを明確にし、開発者の負
担軽減と迅速な製品化を促進するものです。

公開日 2026年06月10日  Hogan Lovells  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は、ゲノム編集製品の開発において、既存の科学的知見や経
験、すなわち「先行知識（Prior Knowledge）」の利用を容認する新たなガイダンスを
発表しました。この画期的な方針は、アデノ随伴ウイルス（AAV）ベースの遺伝子治
療、ナノ粒子送達システム、特定の細胞療法を含む幅広い遺伝子治療製品に適用される
可能性があり、医薬品の開発プロセスおよび規制当局による審査の効率化を大幅に促進
します。

技術・臨床詳細

このガイダンスの核心は、スポンサーが特定の製品やプロセスの承認申請において、既
にFDAが評価・承認した類似製品や技術から得られた知見、または公開された科学文献
や規制機関に提出されたデータに依拠できることを明確にした点にあります。これによ
り、開発者は毎回ゼロから全てのデータを生成・提出する必要がなくなり、特に繰り返
し行われる品質、安全性、製造プロセスに関する試験の負荷が軽減されます。例えば、
特定のAAV血清型を用いたベクターや、脂質ナノ粒子（LNP）のような確立されたナノ
粒子送達システムの安全性プロファイルや製造プロセスについて、その先行知識を適用
できる可能性があります。これは、各製品の個別審査時間を短縮し、開発コストを削減
する効果が期待されます。FDAは、正式な「プラットフォーム技術」指定がなくても先
行知識の活用を可能にすることで、より柔軟なアプローチを認めています。

背景・業界文脈

遺伝子治療分野は、急速な技術革新とパイプラインの拡大が進む中で、その複雑な製造
プロセスと厳格な規制要件が開発のボトルネックとなっていました。特に、希少疾患や
生命を脅かす疾患に対する治療薬では、患者への迅速なアクセスが強く求められていま
す。FDAのこの新ガイダンスは、このような業界の課題に対応し、イノベーションを阻
害することなく、安全かつ有効な治療法を患者に届けるための規制アプローチの進化を
示しています。これは、医薬品開発における効率性と予測可能性を高めるという、FDA

の継続的な取り組みの一環です。



今後の展望

このFDAのガイダンスは、遺伝子治療、特にナノ粒子送達システムを利用したRNA治療
薬や遺伝子編集技術の開発において、画期的な影響をもたらすでしょう。開発期間の短
縮とコストの削減は、より多くの革新的な治療法が市場に投入されることを促し、患者
アクセスを向上させます。また、先行知識の活用は、規制当局と開発者の間のコミュニ
ケーションを円滑にし、審査プロセスの透明性を高めることにも貢献します。これによ
り、ナノテクノロジーを基盤とする先進的な治療薬の開発がさらに加速し、個別化医療
の実現に向けた大きな一歩となることが期待されます。

元記事: https://www.hoganlovells.com/en/publications/fda-endorses-prior-knowledge-use-in-gene

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hoganlovells.com/en/publications/fda-endorses-prior-knowledge-use-in-gene


AZoNanoレポートがナノ材料によるグリーンエネルギー
転換を詳述、グラフェン・CNT・量子ドットがバッテリ
ー・太陽電池・水素技術を革新

概要

AZoNanoのレポートは、グラフェン、カーボンナノチューブ（CNT）、量子ドット

（QD）といったナノ材料が、電荷輸送、触媒効率、光吸収の向上を通じて、バッテリ
ー、太陽電池、水素技術といったグリーンエネルギー分野をどのように革新している
かを詳しく解説しています。次世代リチウムイオン電池の性能向上、フレキシブル太

陽電池の応用拡大、水素製造におけるプラチナナノ触媒の低コスト代替品としての可
能性が強調されています。一方で、これらの技術のスケーラビリティと安定性が依然
として主要な課題として挙げられています。

公開日 2026年06月09日  AZoNano  オーストラリア



詳細

主要成果

AZoNanoが発行した詳細なレポートは、グラフェン、カーボンナノチューブ（CNT）、
量子ドット（QD）などの革新的なナノ材料が、電荷輸送、触媒効率、および光吸収能
力を劇的に向上させることで、バッテリー、太陽電池、水素技術といったグリーンエネ
ルギー転換の主要な柱をいかに強化しているかを明らかにしました。

技術・臨床詳細

レポートでは、各ナノ材料の具体的な貢献を詳細に説明しています。グラフェンは、そ
の高い電気伝導性と巨大な表面積により、次世代リチウムイオン電池やスーパーキャパ
シタの電極材料として、エネルギー密度と充放電速度を向上させる可能性を秘めていま
す。CNTは、その優れた機械的強度と電気伝導性により、フレキシブル太陽電池や燃料
電池の導電性添加剤として、効率と耐久性を高めます。量子ドットは、特定の波長光を
効率的に吸収し、別の波長光に変換する特性（フォトルミネッセンス）を持つため、太
陽電池の光吸収層や、太陽光を収集するルミネッセント太陽光集光体（LSC）に応用さ
れ、変換効率の向上に貢献します。さらに、水素製造においては、プラチナナノ触媒の
高コストが課題ですが、CNTやグラフェン、またはQDベースのハイブリッド材料が、
より安価で効率的な代替触媒として研究されています。これらのナノ材料は、触媒の活
性サイトを増やし、反応速度を加速することで、水素生成プロセスの効率化を図りま
す。

背景・業界文脈

世界中で気候変動対策とエネルギー安全保障への意識が高まる中、再生可能エネルギー
技術の発展は喫緊の課題です。バッテリー、太陽電池、水素技術は、脱炭素社会への移
行を支える基幹技術ですが、その性能、コスト、持続可能性にはまだ改善の余地があり
ます。ナノテクノロジーは、材料の基本的な特性を原子・分子レベルで制御すること
で、これらの課題を根本的に解決する可能性を秘めたフロンティア分野です。特にグリ
ーンエネルギー分野では、ナノ材料がゲームチェンジャーとして期待されています。



今後の展望

ナノ材料は、グリーンエネルギー技術の性能とコスト効率を向上させる上で不可欠な要
素となりつつあります。しかし、これらの技術を大規模に商業化するためには、ナノ材
料の製造におけるスケーラビリティと長期的な安定性の確保が依然として大きな課題で
す。生産コストの削減、均一な品質の確保、および環境への影響評価も、今後の研究開
発と市場導入において重要な側面となります。AZoNanoのレポートは、ナノテクノロジ
ーが持続可能なエネルギー未来を実現するための道筋を示唆しており、関連するR&D投
資と産業協力の加速が期待されます。

元記事: https://www.azonano.com/article.aspx?ArticleID=7023

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azonano.com/article.aspx?ArticleID=7023


中国Prinanoが独自のナノインプリント技術でASML製装
置不要の8インチフォトニックチップ量産に成功、コスト
10分の1、10nm以下解像度で半導体輸出規制を回避

概要

中国のスタートアップPrinanoは、独自のPL-AS真空エアクッションナノインプリント

リソグラフィ（NIL）装置を用いることで、オランダASML社製の高価なDUVリソグラ
フィ装置を必要とせずに、8インチシリコンウェハー上でフォトニックチップの量産に
成功したと発表しました。この革新的な技術は、製造コストをDUVベースのソリュー

ションの約10分の1に削減し、10nm以下の解像度を実現します。Prinanoのこのブレー
クスルーは、中国が直面する米国の半導体輸出規制を回避し、国内の半導体産業の自
給自足を進める上で極めて重要な意味を持ちます。

公開日 2026年06月08日  South China Morning Post  中国



詳細

主要成果

中国のスタートアップPrinanoが、独自のPL-AS真空エアクッションナノインプリントリ
ソグラフィ（NIL）装置を開発・実用化し、オランダASML社製の高価なDUVリソグラフ
ィ装置に頼ることなく、8インチシリコンウェハー上でのフォトニックチップ量産に成
功しました。この技術は、製造コストをDUVベースの約10分の1に削減し、10nm以下の
解像度を達成する画期的なものです。

技術・臨床詳細

Prinanoが開発したPL-AS真空エアクッションNIL技術は、マスターパターンをウェハー
に直接押し付けることで、ナノスケールのパターンを転写する方式です。従来のフォト
リソグラフィが光とフォトレジストを介する複雑な多段階プロセスであるのに対し、
NILは物理的なパターン転写を基本とするため、装置構造がシンプルで、必要なユーテ
ィリティも少ないという特徴があります。この真空エアクッション技術は、ウェハーと
マスク間の均一な接触を確保し、微細な欠陥を低減することで、8インチウェハーとい
う大口径基板での高い歩留まりと再現性を実現しています。同社は、10nm以下の超微
細パターン形成が可能であると主張しており、これは最先端のロジック半導体やフォト
ニックデバイスに必要な解像度を満たすものです。製造コストを10分の1に削減できる
ことは、特に高価なEUV/DUV装置への依存を減らし、半導体製造の経済性を大幅に改善
することを意味します。

背景・業界文脈

世界的に半導体製造技術の競争が激化する中、米国は中国に対する高度な半導体製造装
置の輸出規制を強化しています。特に、ASML社製のEUV/DUVリソグラフィ装置は、最
先端半導体製造に不可欠であり、中国はその供給に大きな制約を受けています。このよ
うな状況下で、NILは、光を使わない新しいリソグラフィ技術として、中国が自国の半
導体サプライチェーンを構築し、外部依存を減らすための戦略的代替手段として注目さ
れていました。Prinanoの成功は、この分野における中国の技術的自立に向けた大きな
一歩となります。



今後の展望

Prinanoのナノインプリント技術によるフォトニックチップの量産成功は、中国の半導
体産業にとって、米国の輸出規制に対抗し、技術的自給自足を進める上で極めて重要な
意味を持ちます。この低コストで高解像度な製造能力は、データセンター、通信ネット
ワーク、AIアクセラレータなどの分野で需要が高まるフォトニックチップの供給を加速
させるでしょう。今後、この技術がさらにスケールアップされ、より大口径のウェハー
や他の種類の半導体デバイスへの応用が実現すれば、グローバルな半導体市場の競争構
造に大きな影響を与える可能性があります。特に、中国国内における半導体エコシステ
ムの発展を強力に後押しすることが期待されます。

元記事: https://www.scmp.com/tech/tech-war/article/3356349/chinese-start-claims-nanoimprint-tech-

can-mass-produce-optical-chips-without-asml-gear

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.scmp.com/tech/tech-war/article/3356349/chinese-start-claims-nanoimprint-tech-can-mass-produce-optical-chips-without-asml-gear
https://www.scmp.com/tech/tech-war/article/3356349/chinese-start-claims-nanoimprint-tech-can-mass-produce-optical-chips-without-asml-gear


ModernaとMerckのがんワクチンが第3相入り、mRNA治
療薬のLNP製造は1時間あたり17リットル超にスケーリン
グ、希少代謝性疾患治療薬も承認研究に接近

概要

mRNA治療薬分野で6つの主要な進展が報告され、ModernaとMerckによる個別化がん

ワクチンが第3相臨床試験に進みました。また、プロピオン酸血症用mRNA-3927とメ
チルマロン酸血症用mRNA-3705といった希少代謝性疾患治療薬が2026年末までに承認
研究に進む見込みです。特に、脂質ナノ粒子（LNP）製造のスケーラビリティが大幅

に進歩し、マイクロ流体チップアーキテクチャが1時間あたり17リットルを超えるスル
ープットを達成しており、mRNA治療薬の商業化に向けた製造課題を解決しつつあり
ます。

公開日 2026年06月11日  BioProcess International  アメリカ



詳細

主要成果

mRNA治療薬の分野はCOVID-19ワクチンを超えて急速な進化を遂げており、6つの主要
な進展が報告されました。特に、ModernaとMerckが共同開発する個別化がんワクチン
が第3相臨床試験に進展し、希少代謝性疾患治療薬も2026年末までに承認研究フェーズ
に移行する見込みです。また、脂質ナノ粒子（LNP）製造技術における画期的なスケー
ラビリティの進歩が注目されています。

技術・臨床詳細

個別化がんワクチン: ModernaとMerckが共同開発する個別化がんワクチンは、第2相
試験で有望な結果を示した後、第3相臨床試験へと進みました。このワクチンは、患
者個々の腫瘍の変異に基づきmRNAを設計することで、特異的な免疫応答を誘導し、
再発リスクの低減を目指します。

希少代謝性疾患治療薬: プロピオン酸血症（PA）を対象としたmRNA-3927と、メチ
ルマロン酸血症（MMA）を対象としたmRNA-3705は、それぞれ臨床開発の最終段階
にあり、2026年末までに承認研究（通常は製造および品質管理、長期安全性データ
の提出フェーズ）へと移行する見込みです。これらは、不足している酵素をコードす
るmRNAを体内に送達することで、疾患の根本原因にアプローチするものです。

LNP製造のスケーラビリティ: mRNA治療薬の製造における最も重要な課題の一つで
あった脂質ナノ粒子（LNP）の製造スケーラビリティが大幅に向上しました。特に、
新しいマイクロ流体チップアーキテクチャの導入により、LNP製造装置は1時間あた
り17リットルを超えるスループットを達成しています。これは、従来のバッチ式製
造プロセスと比較して飛躍的な進歩であり、大量生産とコスト削減に不可欠です。

背景・業界文脈

COVID-19ワクチンの成功により、mRNA技術の可能性が広範に認識され、がん、自己免
疫疾患、希少遺伝性疾患など、多様な疾患領域での応用研究が加速しています。LNPは
mRNAを細胞内に効率的かつ安全に送達するために不可欠な要素ですが、その製造にお
ける均一性と大規模生産は、以前は大きな技術的障壁でした。しかし、マイクロ流体技
術などの進歩により、LNP製造はより効率的かつスケーラブルになり、mRNA治療薬の
商業化に向けた道筋が明確になりつつあります。



今後の展望

個別化がんワクチンの第3相試験への進展は、がん免疫療法におけるmRNA技術の大き
な可能性を示唆しており、成功すれば治療のパラダイムを変える可能性があります。希
少代謝性疾患治療薬の承認研究への移行は、アンメットニーズの高い患者集団に新たな
治療選択肢をもたらすでしょう。また、LNP製造のスケーラビリティの向上は、mRNA
治療薬のコストを削減し、より多くの患者にアクセス可能にすることで、広範な疾患へ
の適用を可能にします。これらの進展は、mRNA治療薬が「次世代の医薬品」としての
地位を確立し、今後数年間でその市場規模が大きく拡大することを示唆しています。

元記事: https://www.biopharminternational.com/view/6-key-developments-mrna-therapeutics-beyond-

covid-19-vaccines

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biopharminternational.com/view/6-key-developments-mrna-therapeutics-beyond-covid-19-vaccines
https://www.biopharminternational.com/view/6-key-developments-mrna-therapeutics-beyond-covid-19-vaccines


#16 Cartesian TherapeuticsがWestGeneとLNPライセン
ス契約を締結、重症筋無力症向けin vivo CAR-T療法
Descartes-08の第1相試験を開始し製造ステップを削減

概要

Cartesian Therapeuticsは、WestGene Biopharmaとの間で戦略的なライセンス契約を締

結し、WestGeneの標的型脂質ナノ粒子（LNP）技術を活用して、in vivo CAR-Tプラッ
トフォームの開発を加速することを発表しました。この提携により、重症筋無力症患
者を対象としたin vivo mRNAデリバリーによるCAR-T療法候補薬「Descartes-08」に関

する第1相臨床試験が開始されます。契約は、ex vivoでの複雑な製造ステップを排除
し、次世代BCMA抗体CAR構築体の開発を加速することを目指しており、CAR-T治療の
簡素化とアクセス向上に貢献します。

公開日 2026年06月09日  Biospace  アメリカ



詳細

主要成果

Cartesian Therapeuticsは、WestGene Biopharmaとの戦略的ライセンス契約を締結し、
WestGeneの標的型脂質ナノ粒子（LNP）技術を利用して、in vivo CAR-Tプラットフォー
ムの開発を加速させると発表しました。この提携により、重症筋無力症患者を対象とし
たin vivo mRNAデリバリーによるCAR-T療法候補薬「Descartes-08」の第1相臨床試験が
開始され、CAR-T製造の簡素化と次世代構築体の開発加速が期待されます。

技術・臨床詳細

従来のCAR-T療法は、患者からT細胞を採取し、体外（ex vivo）で遺伝子改変と増殖を
行う複雑なプロセスを必要とします。しかし、Cartesian TherapeuticsとWestGene

Biopharmaの提携は、このプロセスを革新することを目指しています。WestGeneの標
的型LNP技術は、mRNAを直接患者体内のT細胞に送達し、in vivoでCAR-T細胞を生成す
ることを可能にします。これにより、ex vivoでの細胞加工、増殖、凍結保存、再輸注と
いった時間とコストのかかる製造ステップが不要になります。特に、重症筋無力症を対
象とするDescartes-08の第1相試験では、このin vivo mRNAデリバリーによるCAR-T細胞
生成の安全性と初期有効性が評価されます。このアプローチは、CAR-T治療の製造ボト
ルネックを解消し、より迅速で広範な患者へのアクセスを実現する可能性を秘めていま
す。さらに、この技術は、B細胞成熟抗原（BCMA）を標的とする次世代CAR構築体の開
発も加速させ、多発性骨髄腫など、他の疾患への応用も視野に入れています。

背景・業界文脈

CAR-T療法は、血液がんに対して目覚ましい治療効果を示していますが、その高いコス
ト、製造の複雑さ、治療までの長いリードタイムが普及の大きな障壁となっています。
in vivo CAR-T技術は、これらの課題を克服するための有望なアプローチとして注目され
ており、患者の負担を軽減し、治療のアクセス性を向上させる可能性を秘めています。
脂質ナノ粒子（LNP）技術の進歩は、mRNAデリバリーの効率と安全性を高め、in vivo

遺伝子編集や細胞療法を可能にする上で不可欠な要素となっています。特に自己免疫疾
患へのCAR-T療法の応用は、近年注目されている新たなフロンティアです。



今後の展望

重症筋無力症向けDescartes-08の第1相試験の開始は、in vivo CAR-T療法の臨床応用にお
ける重要なマイルストーンです。この技術が成功すれば、CAR-T治療のパラダイムを根
本的に変え、より多くの自己免疫疾患や固形腫瘍の患者に、簡便で費用対効果の高い治
療選択肢を提供できる可能性があります。Cartesian TherapeuticsとWestGeneの提携
は、LNP技術とCAR-T療法の融合により、個別化医療の次の段階を切り開くものとし
て、業界内外から大きな注目を集めるでしょう。今後の臨床データの進展が、この革新
的なアプローチの可能性をさらに明確にすると期待されます。

元記事: https://www.biospace.com/press-releases/cartesian-therapeutics-announces-strategic-licensing-

agreement-with-westgene-biopharma-to-accelerate-the-development-of-in-vivo-car-t-platform-in-

autoimmune-diseases

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biospace.com/press-releases/cartesian-therapeutics-announces-strategic-licensing-agreement-with-westgene-biopharma-to-accelerate-the-development-of-in-vivo-car-t-platform-in-autoimmune-diseases
https://www.biospace.com/press-releases/cartesian-therapeutics-announces-strategic-licensing-agreement-with-westgene-biopharma-to-accelerate-the-development-of-in-vivo-car-t-platform-in-autoimmune-diseases
https://www.biospace.com/press-releases/cartesian-therapeutics-announces-strategic-licensing-agreement-with-westgene-biopharma-to-accelerate-the-development-of-in-vivo-car-t-platform-in-autoimmune-diseases


#17 CSIR-IICTが99.1%の染料除去率を達成するMOF/グラ
フェン強化ナノファイバー膜を開発、繊維廃水処理でイン
ドの「ゼロ排出」目標に貢献

概要

インドのCSIR-IICTの科学者たちは、繊維廃水処理用の高性能エレクトロスピニングナ

ノファイバー膜を開発し、99.1%という非常に高い染料除去率を達成しました。この複
合膜は、金属有機構造体（MOF）、グラフェン酸化物、グラフェンナノプレートレッ
トで強化されており、ナノファイバーの高い表面積と多孔質構造を最大限に活用して

汚染物質を効率的に除去します。このスケーラブルでエネルギー効率の高いソリュー
ションは、インドが掲げる「ゼロ排出」目標に大きく貢献し、繊維産業の環境負荷低
減に寄与すると期待されています。

公開日 2026年06月12日  Apparel Resources News-Desk  インド



詳細

主要成果

インドのCSIR-IICT（インド化学技術研究所）の科学者たちは、繊維廃水処理用に特化し
た高性能エレクトロスピニングナノファイバー膜を開発し、驚異的な99.1%の染料除去
率を達成しました。この画期的な複合膜は、MOF（金属有機構造体）およびグラフェン
材料で強化されており、環境浄化技術に新たな基準を打ち立てます。

技術・臨床詳細

開発されたナノファイバー膜は、ポリマーを高電圧で引き伸ばすエレクトロスピニング
法によって製造され、非常に高い表面積と相互接続された多孔質構造を持っています。
このユニークな構造が、廃水中の染料分子を効果的に吸着・分解するための理想的なプ
ラットフォームを提供します。さらに、この膜はMOF、グラフェン酸化物（GO）、お
よびグラフェンナノプレートレット（GNP）で強化されています。MOFは、その規則的
な細孔構造と高い吸着能力により、染料分子を捕捉する上で極めて有効です。GOと
GNPは、その大きな表面積、優れた化学的安定性、および潜在的な触媒活性により、膜
の染料除去効率と耐久性をさらに向上させます。実験結果は、この複合ナノファイバー
膜が、幅広い種類の染料に対して高い除去能力を示し、特に99.1%という高効率な除去
率を達成したことを証明しています。また、このシステムはスケーラブルな製造が可能
であり、エネルギー効率も高く、大規模な産業応用への適応性を示唆しています。

背景・業界文脈

繊維産業は、世界的に大量の水を消費し、染料や化学薬品を含む廃水を排出するため、
最も環境負荷の高い産業の一つとして知られています。この廃水は、水生生物に有害で
あり、人間の健康にも悪影響を及ぼす可能性があります。各国政府は、このような産業
廃水に対する排出基準を厳格化しており、特にインドのような主要な繊維生産国では、
「ゼロ排出」目標達成に向けた革新的な技術ソリューションが強く求められています。
既存の廃水処理技術は、コストが高かったり、効率が不十分だったり、二次汚染を引き
起こしたりする課題を抱えています。



今後の展望

CSIR-IICTが開発した高性能ナノファイバー膜は、繊維廃水処理の分野に革命をもたらす
可能性を秘めています。この技術の商業化と大規模な導入は、インドの繊維産業が環境
規制を遵守し、「ゼロ排出」目標を達成するための重要な手段となるでしょう。また、
この膜は、染料除去だけでなく、重金属や他の有機汚染物質の除去にも応用できる可能
性があり、広範な水処理分野での貢献が期待されます。スケーラビリティとエネルギー
効率の高さは、開発途上国を含む世界中の産業にとって、持続可能な水資源管理への道
を開く重要な技術として位置づけられます。

元記事: https://in.apparelresources.com/business-news/sustainability/csir-iict-develops-nanofiber-

membrane-textile-wastewater-treatment/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://in.apparelresources.com/business-news/sustainability/csir-iict-develops-nanofiber-membrane-textile-wastewater-treatment/
https://in.apparelresources.com/business-news/sustainability/csir-iict-develops-nanofiber-membrane-textile-wastewater-treatment/


#18 Lucintel予測：世界のCNT市場は2035年までに61.97
億ドルに達する見込み、年平均成長率14.7%でEV・半導
体・ナノテクノロジーR&Dが牽引

概要

本記事は、Lucintelが発行した市場調査レポートの概要紹介です。世界のカーボンナノ

チューブ（CNT）市場は、2026年から2035年にかけて年平均成長率（CAGR）14.7%で
成長し、2035年には61.97億ドルに達すると予測されています。この力強い成長は、電
気自動車（EV）普及、再生可能エネルギー貯蔵、エレクトロニクス・半導体産業から

の需要増加、導電性・フレキシブル材料の需要拡大、およびナノテクノロジーR&Dへ
の投資増加によって牽引されています。これらの要因が、エネルギー、電気・電子、
輸送分野で新たな市場機会を創出すると見込まれています。

公開日 2026年06月10日  Barchart.com  アメリカ



詳細

本記事はLucintelが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

調査対象市場: カーボンナノチューブ（CNT）世界市場

発行会社: Lucintel

調査期間: 2026年から2035年

主要な調査結果

Lucintelは、世界のカーボンナノチューブ（CNT）市場が2035年までに61.97億ドルに
達すると予測しています。

2026年から2035年の予測期間における年平均成長率（CAGR）は14.7%と見込まれて
います。

市場成長の主要な推進要因として、以下の点が挙げられています。

電気自動車（EV）の普及拡大とバッテリー技術への応用。

再生可能エネルギー貯蔵ソリューションへの需要増加。

エレクトロニクスおよび半導体産業におけるCNTの需要拡大。

軽量かつ導電性の高いフレキシブル材料へのニーズ。

ナノテクノロジー分野における研究開発投資の継続的な増加。

これらの推進要因は、エネルギー、電気・電子、輸送といった主要産業分野で、CNT

の新たな応用機会と市場成長を創出すると予測されています。

発行会社について

Lucintelは、化学品、素材、自動車、航空宇宙、エネルギー、電子機器など多岐にわた
る産業分野で、世界中のクライアントに市場調査、コンサルティング、成長戦略サービ
スを提供するグローバルな市場調査・戦略コンサルティング企業です。詳細な市場分析
と専門知識で知られています。

元記事: https://www.barchart.com/story/news/2407337/lucintel-forecasts-the-global-carbon-nanotube-

https://www.barchart.com/story/news/2407337/lucintel-forecasts-the-global-carbon-nanotube-cnt-market-to-reach-6-197-million-by-2035


cnt-market-to-reach-6-197-million-by-2035

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.barchart.com/story/news/2407337/lucintel-forecasts-the-global-carbon-nanotube-cnt-market-to-reach-6-197-million-by-2035


#19 ACS Omega論文：AgコートTiO2ナノ粒子強化PLAナ
ノファイバーマットがグラム陽性菌・陰性菌に抗菌活性、
創傷被覆材に新展開

概要

ACS Omega誌に発表された研究により、銀コート酸化チタン（Ag@TiO2）ナノ粒子で

強化されたエレクトロスピニングポリアクション（PLA）ナノファイバーマットが開
発され、グラム陽性菌およびグラム陰性菌の両方に対して優れた抗菌活性が実証され
ました。この新しい複合ナノファイバーマットは、機械的安定性と防汚性も向上して

おり、高度な創傷被覆材やその他の生物医学用途に大きな可能性を秘めています。こ
れは、感染症対策と組織再生医療の分野に新たな道を開く重要なブレークスルーで
す。

公開日 2026年06月05日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Omega誌に掲載された研究は、銀コート酸化チタン（Ag@TiO2）ナノ粒子で強化
されたエレクトロスピニングポリアクション（PLA）ナノファイバーマットの開発に成
功したことを報告しました。この革新的な複合材料は、グラム陽性菌およびグラム陰性
菌の両方に強力な抗菌活性を示すとともに、機械的安定性と防汚性も向上しており、高
度な創傷被覆材などの生物医学用途に大きな可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

本研究では、生体適合性のある生分解性ポリマーであるポリアクション（PLA）をベー
スに、エレクトロスピニング法を用いてナノファイバーマットが作製されました。この
ナノファイバー構造は、高い表面積と相互接続された多孔質ネットワークを提供し、抗
菌剤の均一な分散と持続的な放出を可能にします。抗菌活性の強化のために、Ag@TiO2
ナノ粒子がPLAナノファイバーに組み込まれました。酸化チタン（TiO2）は光触媒活性
を持ち、銀（Ag）は広範囲な抗菌スペクトルを持つことで知られています。Ag@TiO2

ナノ粒子は、相乗効果により単一の成分よりも強力な抗菌効果を発揮します。実験で
は、この複合ナノファイバーマットが、代表的なグラム陽性菌である黄色ブドウ球菌
（Staphylococcus aureus）と、グラム陰性菌である大腸菌（Escherichia coli）の両方に
対して、顕著な増殖抑制効果を示すことが確認されました。さらに、ナノ粒子を組み込
むことで、マットの引張強度や弾性率といった機械的特性が向上し、生体環境下での物
理的安定性が高まることが示されました。防汚性も向上しており、微生物の付着やバイ
オフィルム形成を抑制する効果が期待されます。

背景・業界文脈

細菌感染は、特に開放創や医療デバイス関連感染において、患者の健康に深刻な影響を
及ぼし、医療費の増大につながっています。現在の創傷被覆材は、抗菌作用が限定的で
あるか、または薬剤耐性菌の出現につながる可能性があります。抗菌性ナノ材料、特に
銀や酸化チタンを用いた複合材料は、その強力な抗菌作用と低い細胞毒性から、次世代
の創傷ケアソリューションとして大きな注目を集めています。生分解性ポリマーである
PLAの使用は、環境負荷の低減と体内での安全な分解を可能にし、持続可能な医療材料
開発のトレンドに合致しています。



今後の展望

今回開発されたAg@TiO2ナノ粒子強化PLAナノファイバーマットは、感染リスクの高い
創傷や、慢性的な傷の治療において、画期的な治療選択肢となる可能性を秘めていま
す。その抗菌性、機械的強度、防汚性の組み合わせは、手術後の創傷管理、火傷治療、
潰瘍治療、さらには医療インプラントの表面コーティングなど、幅広い生物医学応用に
おいて優れた性能を発揮することが期待されます。今後は、in vivo試験による生体適合
性と長期的な有効性の評価、および製造のスケーラビリティが主要な研究課題となるで
しょう。この技術は、感染症と闘い、患者の治癒プロセスを加速させるための新たな医
療材料の道を切り開きます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsomega.6c02169

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsomega.6c02169


#20 第20回世界ドラッグデリバリーサミットが2026年6月
にロンドンで開催、ナノ粒子DDSの市場動向・投資機会・
臨床試験に焦点

概要

2026年6月8日と9日にロンドンで開催される第20回世界ドラッグデリバリーサミット

は、リポソーム、ミセル、高分子ナノ粒子といったナノ粒子が、薬物効果と標的送達
をどのように向上させるかに焦点を当てます。サミットでは、ナノ粒子ベースの薬物
送達システム（DDS）の市場動向、投資機会、および進行中の臨床試験に関する業界

プレゼンテーションが多数行われます。このイベントは、ナノDDSの現実世界での応
用と、スタートアップ企業向けの資金調達戦略を強調し、業界の専門家が一堂に会す
る重要なプラットフォームとなります。

公開日 2026年06月08日  Conference Series  イギリス



詳細

主要成果

2026年6月8日から9日にロンドンで開催される第20回世界ドラッグデリバリーサミット
は、ナノ粒子が薬物の有効性と標的送達をどのように革新するかを深く探求する主要な
イベントです。このサミットでは、リポソーム、ミセル、高分子ナノ粒子などのナノ粒
子ベースの薬物送達システム（DDS）に焦点を当て、その市場動向、投資機会、および
最新の臨床試験に関する包括的な情報が提供されます。

技術・臨床詳細

ナノ粒子ベースのDDSは、従来の薬物送達が抱える課題、例えば溶解性の低い薬物の生
体利用効率の向上、薬物の安定性の確保、非標的細胞への毒性の軽減などを克服するた
めの有望なアプローチです。サミットでは、以下のナノ粒子技術が特に注目されます。

リポソーム: 脂質二重層からなるナノスケールの小胞で、親水性および疎水性の両方
の薬物を封入でき、生体適合性と生分解性が高い。がん治療薬、遺伝子治療薬で広く
研究・実用化されています。

ミセル: 両親媒性高分子が自己集合して形成されるナノ構造で、主に疎水性薬物の可
溶化と送達に用いられます。

高分子ナノ粒子: 生分解性ポリマーから作られ、薬物の制御放出、標的化、および安
定性向上に利用されます。

会議では、これらのナノ粒子が臨床試験でどのように評価され、特定の疾患（例：が
ん、炎症性疾患、感染症）に対する治療効果がどのように改善されているかについての
詳細なデータが共有されます。また、製造のスケーラビリティ、品質管理、および規制
経路に関する議論も行われ、商業化に向けた実用的な側面が強調されます。

背景・業界文脈

ドラッグデリバリーは、医薬品開発において最も挑戦的な分野の一つであり、新しい化
合物の発見だけでなく、それらを効率的かつ安全に標的部位に送達する技術が不可欠で
す。ナノテクノロジーの進歩により、薬物送達システムの設計と機能は劇的に変化しま
した。グローバルな医薬品市場において、ナノ粒子ベースのDDSは、その高い治療可能
性と市場成長性から、製薬企業、バイオテクノロジー企業、投資家からの注目を集めて
います。



今後の展望

第20回世界ドラッグデリバリーサミットは、ナノ粒子ベースのDDS分野における今後の
方向性を決定づける重要な機会となるでしょう。市場動向と投資機会に関するプレゼン
テーションは、スタートアップ企業が資金調達戦略を策定し、イノベーションを加速さ
せる上で貴重な情報を提供します。このサミットは、ナノ粒子DDSが幅広い疾患に対す
る治療効果を向上させ、個別化医療の実現に貢献するための、学術研究と産業応用を結
びつける役割を果たします。長期的に、これにより患者の治療選択肢が拡大し、医療費
の削減にも寄与することが期待されます。

元記事: https://drugdelivery.pharmaceuticalconferences.com/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://drugdelivery.pharmaceuticalconferences.com/


#21 T-CURXがドイツPantherna Therapeuticsを買収、
LNPベースのin vivo CAR-T療法開発を加速し、United
Immunityも固形腫瘍・線維症向けin vivo CAR-M療法に
参入

概要

T-CURXは、mRNAエンジニアリングと脂質ナノ粒子（LNP）デリバリー技術に特化し
たドイツのバイオテクノロジー企業Pantherna Therapeuticsを買収しました。この買収
は、T-CURXのin vivo CAR-T療法開発を加速し、CAR-T戦略の臨床翻訳を促進すること

を目的としています。また、United ImmunityはCarisma Therapeuticsから複数の資産
を取得し、PEGフリーのプルランコートLNPデリバリーシステムと組み合わせて、固形

腫瘍および線維症疾患に対するin vivo CAR-M療法を開発する計画を発表しました。こ
れらの動きは、ナノテクノロジーを活用した細胞・遺伝子治療の進化を示していま
す。

公開日 2026年06月09日  HealthcareNOWradio.com  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツのT-CURXは、mRNAエンジニアリングと脂質ナノ粒子（LNP）デリバリー技術に
特化した同国のバイオテクノロジー企業Pantherna Therapeuticsを買収し、in vivo CAR-
T療法の開発を加速する方針です。これとは別に、United ImmunityはCarisma

Therapeuticsから複数の資産を取得し、PEGフリーのプルランコートLNPデリバリーシス
テムを用いて、固形腫瘍および線維症疾患に対するin vivo CAR-M療法を開発する計画
です。これらの動きは、次世代の細胞・遺伝子治療におけるナノテクノロジーの戦略的
融合を示しています。

技術・臨床詳細

T-CURXによるPantherna Therapeutics買収: Pantherna Therapeuticsは、mRNA医薬の
開発において、特に最適化されたmRNA配列と効率的なLNPデリバリーシステムの設計
に関する深い専門知識を持っています。T-CURXは、この技術を自社のCAR-Tプラットフ
ォームに統合することで、患者自身の体内でCAR-T細胞を誘導するin vivo CAR-T療法開
発を加速します。従来のCAR-T療法は、体外での細胞加工が必要であり、高コストと製
造の複雑さが課題でしたが、in vivoアプローチはこれらの課題を克服し、治療の簡便性
とアクセス性を向上させる可能性を秘めています。

United Immunity に よ る in vivo CAR-M 療 法 開 発 : United Immunity が Carisma

Therapeuticsから取得した資産には、CARマクロファージ（CAR-M）療法に関連する技
術やパイプラインが含まれていると推測されます。同社は、これを独自のPEGフリーの
プルランコートLNPデリバリーシステムと組み合わせることで、固形腫瘍および線維症
疾患に対するin vivo CAR-M療法を開発する計画です。プルランコートLNPは、PEG（ポ
リエチレングリコール）を使用しないことで、既存のLNPで報告されている免疫原性や
薬物動態の課題を軽減し、マクロファージへの効率的な遺伝子送達を目指します。
CAR-M細胞は、固形腫瘍の微小環境への浸潤能力や、免疫抑制を克服する特性から、
CAR-T療法が課題とする固形腫瘍治療において有望視されています。



背景・業界文脈

細胞・遺伝子治療、特にCAR-T療法は、血液がんにおいて劇的な成功を収めています
が、固形腫瘍への適用、製造の複雑さ、高コスト、および免疫原性といった課題が残さ
れています。LNP技術の進歩は、mRNAやDNAをin vivoで効率的に送達する道を開き、
次世代の細胞療法（in vivo CAR-T/CAR-M）の開発を加速させています。大手バイオテ
クノロジー企業によるこれらの戦略的買収や提携は、ナノテクノロジーが細胞・遺伝子
治療のフロンティアを拡大し、より幅広い疾患に対する治療選択肢を提供するための重
要な鍵となっていることを示しています。

今後の展望

T-CURXによるPantherna買収は、in vivo CAR-T療法の臨床開発を迅速化し、がん治療の
風景を変える可能性を秘めています。一方、United Immunityのin vivo CAR-M療法は、
固形腫瘍や線維症といった、これまでの免疫療法が苦戦してきた分野での新たな突破口
となることが期待されます。これらのナノテクノロジーと細胞・遺伝子治療の融合は、
治療薬の製造効率を向上させ、患者へのアクセスを拡大し、個別化医療の実現に向けた
大きな一歩となるでしょう。今後の臨床試験の結果が、これらの革新的なアプローチの
真のポテンシャルを明らかにする鍵となります。

元記事: https://www.healthcarenowradio.com/now-in-life-sciences-june-2026/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.healthcarenowradio.com/now-in-life-sciences-june-2026/


#22 Nature Communications論文：鉄-スカンジウム二元
触媒がカーボンナノチューブ成長温度を大幅に向上、高性
能バッテリー・バイオセンサー応用に道

概要

研究者たちは、カーボンナノチューブ（CNT）の成長温度を大幅に高めることができ

る鉄-スカンジウム（Fe–Sc）二元触媒システムを発見しました。Nature

Communicationsに掲載されたこの画期的な成果は、CNTの優れた電気的・機械的特性
を最大限に活用するための実用的な方法を示唆しています。触媒の安定性と寿命が向

上することで、より高出力で長寿命のバッテリー用電極材料や、高度な電気化学バイ
オセンサーの開発に繋がる可能性があり、エネルギー貯蔵や医療診断分野に大きな影
響を与えることが期待されます。

公開日 2026年06月10日  Mirage News  オーストラリア



詳細

主要成果

研究者たちは、カーボンナノチューブ（CNT）の成長温度を大幅に向上させる革新的な
鉄-スカンジウム（Fe–Sc）二元触媒システムを発見しました。このブレークスルーは
Nature Communicationsに発表され、CNTの並外れた特性を広範な実用アプリケーショ
ンで利用可能にするための重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

CNTの合成において、触媒は成長の効率と品質を決定する上で極めて重要な役割を果た
します。従来の触媒システムでは、特定の温度範囲でのみ安定して機能し、その活性や
寿命に限界がありました。本研究で開発されたFe–Sc二元触媒は、高温環境下での安定
性が著しく向上し、これによりCNTの成長温度を大幅に引き上げることが可能になりま
した。この高温成長条件は、より欠陥の少ない、結晶性の高いCNTの合成を促進し、結
果としてCNTの電気的および機械的特性を最大限に引き出すことに繋がります。具体的
には、Fe–Sc触媒を用いることで、CNTの長さ、純度、配向性をより精密に制御できる
ようになり、これは高性能なバッテリー電極や高感度なセンサーデバイスの製造におい
て不可欠な要素です。触媒の長寿命化は、CNTの連続生産プロセスにおける経済性とス
ケーラビリティを向上させる上で、大きなメリットをもたらします。

背景・業界文脈

カーボンナノチューブは、その優れた導電性、高い引張強度、軽量性から、エネルギー
貯蔵、エレクトロニクス、センサー、複合材料など、様々な分野で「次世代材料」とし
て期待されています。しかし、高品質なCNTを効率的かつ経済的に大量生産する技術
は、依然として大きな課題であり、特に触媒技術の進歩がその鍵を握っていました。従
来の触媒では、高温での劣化や寿命の短さがボトルネックとなっていました。



今後の展望

Fe–Sc二元触媒の発見は、CNTの産業応用を加速させる上で非常に重要な意味を持ちま
す。この触媒技術を用いることで、より高性能で長寿命なバッテリー用電極材料の開発
が期待され、電気自動車（EV）や再生可能エネルギー貯蔵システムにおけるエネルギー
密度の向上に貢献するでしょう。また、その高純度なCNTは、医療診断用の電気化学バ
イオセンサーや、次世代のトランジスタ、フレキシブルエレクトロニクスなどの分野で
も新たな機会を創出する可能性があります。この研究は、ナノテクノロジーが提供する
高性能材料が、エネルギーと医療という社会の主要課題解決に貢献する道筋を明確に示
しています。

元記事: https://www.miragenews.com/iron-scandium-catalyst-boosts-nanotube-growth-1689778/

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.miragenews.com/iron-scandium-catalyst-boosts-nanotube-growth-1689778/


#23 DESY研究チームが白金触媒酸化層形成をリアルタイ
ム観察、水素技術の耐久性・コスト効率向上へ新知見を
Nature Communicationsに発表

概要

ドイツ電子シンクロトロン（DESY）の研究チームが、電解槽や燃料電池で重要な白金

触媒の劣化メカニズムを解明するため、電気電圧下での白金表面における酸化層形成
を世界で初めてリアルタイムで観察しました。Nature Communicationsに発表された
この画期的な知見は、水素技術やバッテリーなどの電気化学プロセスにおいて、より

耐久性があり、資源効率が高く、手頃な価格の白金ナノ粒子ベース材料の開発に大き
く貢献する可能性を秘めています。これは、持続可能なエネルギーシステムの実現に
向けた重要な進歩です。

公開日 2026年06月10日  Deutsches Elektronen-Synchrotron DESY  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツ電子シンクロトロン（DESY）の研究チームは、電解槽や燃料電池に不可欠な白
金触媒の劣化メカニズムを詳細に理解するため、電気電圧下での白金表面における酸化
層の形成プロセスを、世界で初めてリアルタイムで観察することに成功しました。
Nature Communicationsに発表されたこの知見は、水素技術の効率と持続可能性を向上
させる上で極めて重要な意味を持ちます。

技術・臨床詳細

白金は、その優れた触媒活性から、水素を生成する電解槽や水素から電気を取り出す燃
料電池の主要な電極材料として広く利用されています。しかし、白金触媒は、動作中に
表面に酸化層が形成されることで徐々に劣化し、性能が低下するという課題を抱えてい
ます。DESYの研究チームは、高輝度X線を用いたin operando（作動中）測定技術を駆
使し、電気電圧を印加された白金電極表面で酸化層が形成されるダイナミックなプロセ
スを原子レベルに近い解像度でリアルタイムに追跡しました。この観察により、酸化層
の形成速度、厚さ、そしてその構造が電気化学反応にどのように影響するかについての
新たなメカニズムが明らかになりました。特に、酸化層の形成が可逆的であることや、
特定の電圧条件下で触媒活性が維持されるメカニズムについて、これまでの理論を裏付
け、あるいは修正する具体的なデータが得られました。これにより、触媒劣化を抑制
し、効率を最大限に引き出すための設計指針が得られます。

背景・業界文脈

水素は、温室効果ガスを排出しないクリーンなエネルギーキャリアとして、脱炭素社会
の実現に向けた重要な役割が期待されています。水素経済の実現には、電解槽による高
効率な水素製造と、燃料電池による効率的な電力変換が不可欠です。しかし、これらの
技術の普及を阻む大きな要因の一つが、高価な白金触媒のコストと耐久性の限界です。
特に、燃料電池車の商業化や大規模な水素インフラの構築には、触媒材料のコストパフ
ォーマンスと長寿命化が決定的な要素となります。



今後の展望

DESYの研究成果は、白金触媒の設計と最適化に新たな道を開き、水素技術の経済性と
持続可能性を大幅に向上させる可能性を秘めています。酸化層形成メカニズムの理解が
深まることで、研究者やエンジニアは、より耐久性があり、資源効率が高く、手頃な価
格の白金ナノ粒子ベース触媒材料を開発できるようになるでしょう。これは、電解槽の
効率向上、燃料電池の寿命延長に直結し、水素の製造コストを削減し、水素燃料電池車
の普及を加速させることが期待されます。さらに、この知見は、バッテリーや他の電気
化学センサーなど、白金を利用する他の電気化学プロセスにも応用可能であり、広範な
エネルギー技術分野におけるブレークスルーを促進するでしょう。

元記事: https://idw-online.de/en/news872350

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://idw-online.de/en/news872350


#24 Nature Communications論文：周波数コムとテラヘ
ルツ干渉法がバッテリー製造にナノメートル精度をもたら
し、高性能バッテリー開発を加速

概要

Nature Communicationsに掲載された最新の研究では、バッテリー電極の計測にナノ

メートル精度のテラヘルツ干渉法と周波数コムを組み合わせる画期的な技術が発表さ
れました。この高度な計測手法は、バッテリー製造プロセスの最適化に不可欠な高精
度測定を提供し、電極材料の微細構造や厚さのばらつきを高解像度で評価することを

可能にします。これにより、より高性能で信頼性の高いバッテリーの開発が加速さ
れ、電気自動車や再生可能エネルギー貯蔵システムにおけるイノベーションに大きく
貢献することが期待されます。

公開日 2026年06月12日  AZoNano  オーストラリア



詳細

主要成果

Nature Communicationsに発表された最新の研究は、バッテリー電極の計測にナノメー
トル精度のテラヘルツ干渉法と周波数コムを組み合わせた画期的な技術を提示しまし
た。この高度な計測手法は、バッテリー製造プロセスの最適化に不可欠な超高精度測定
を提供し、高性能バッテリーの開発を加速する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

バッテリーの性能は、電極材料の微細構造や厚さの均一性に大きく依存します。しか
し、ナノスケールの不均一性を高精度で非破壊的に評価することは、これまでの技術で
は困難でした。本研究で採用されたテラヘルツ干渉法は、電磁波スペクトルのテラヘル
ツ帯域（マイクロ波と赤外線の間）を利用します。この帯域の光は、多くの非金属材料
を透過できるため、バッテリー電極層の内部構造を非破壊で分析することが可能です。
さらに、周波数コム（frequency comb）技術を組み合わせることで、テラヘルツ波の測
定精度が飛躍的に向上し、ナノメートルオーダーでの厚さ測定や材料特性の評価が可能
になりました。周波数コムは、多数の離散的な、かつ精密に間隔を置いたレーザー光の
周波数成分を持つ光学ツールであり、距離測定や分光分析に超高精度をもたらします。
これにより、バッテリー電極内の活性物質の分布、バインダーの均一性、電解質浸透度
などを詳細に分析でき、製造プロセス中の微細な欠陥やばらつきをリアルタイムで特定
し、修正することが可能になります。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）や再生可能エネルギー貯蔵システム（ESS）の普及に伴い、バッテリ
ーのエネルギー密度、安全性、耐久性に対する要求はますます高まっています。これら
の性能向上には、バッテリーセル、特に電極の製造品質の向上が不可欠です。従来の品
質管理手法は、多くの場合、破壊検査に依存しており、製造コストの増大や生産効率の
低下につながっていました。また、ナノスケールでの欠陥や不均一性は、バッテリーの
早期劣化や安全性問題の根本原因となることが多いため、非破壊かつ高精度な計測技術
が喫緊に求められていました。



今後の展望

このナノメートル精度計測技術は、バッテリー製造プロセスに革命をもたらし、次世代
の高性能バッテリー開発を強力に後押しするでしょう。製造中の品質管理を飛躍的に向
上させることで、バッテリーの不良率を低減し、エネルギー密度、サイクル寿命、安全
性を最大限に引き出すことが可能になります。将来的には、この技術がインライン品質
管理システムとして導入され、バッテリー生産における「デジタルツイン」の実現に貢
献することも期待されます。このブレークスルーは、電気自動車、ドローン、そしてス
マートグリッドといった分野での技術革新を加速させ、持続可能なエネルギー未来の実
現に向けた重要な礎となるでしょう。

元記事: https://www.azonano.com/news.aspx?newsID=41732

収集日: 2026年06月12日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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